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はじめに

『Service Registry 3.1ユーザーズガイド (2006Q4)』では、Service Registry (レジストリ)
で提供されるWebコンソールユーティリティーの使用方法について説明します。
Webコンソールを使用して、レジストリのデータを検索し、レジストリにデータを
発行することができます。また、障害追跡に関する情報も示します。

Service Registryは ebXMLレジストリであり、標準および拡張メタデータによって記
述されるすべての種類の電子コンテンツを管理する、連携レジストリおよびリポジ
トリです。サービス指向アーキテクチャー (SOA)およびほかのコンテンツとメタ
データに対する、セキュリティー保護された連携情報管理を提供します。ebXML
Registry 3.0およびUDDI 3.0レジストリプロトコルをサポートしています。

対象読者
『ユーザーズガイド』は、レジストリを検索し、レジストリにデータを発行する管
理者およびエンドユーザーを対象としています。このマニュアルは、ebXMLレジス
トリおよびリポジトリ仕様の基本的概念に習熟している方を対象に記述されていま
す。

お読みになる前に
次の仕様の基本的概念に習熟している必要があります。

■ ebXML Registry Information Model Version 3.0
■ ebXML Registry Services and Protocols Version 3.0

Service Registryは Sun JavaTM Enterprise System (Java ES)のコンポーネントであり、
ネットワーク内や Internet環境に分散するエンタープライズアプリケーションをサ
ポートするソフトウェアインフラストラクチャーです。
http://docs.sun.com/coll/1286.2にあるJava ESマニュアルの内容を理解しておく必
要があります。
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内容の紹介
このマニュアルの内容は次のとおりです。

第 1章では、Webコンソールの主要要素、およびレジストリを検索してデータをレ
ジストリに発行する前に実行する予備ステップについて説明します。

第 2章では、レジストリの検索方法について説明します。

第 3章では、オブジェクトを作成してレジストリに発行する方法について説明しま
す。

第 4章では、Webコンソールの使用時に発生する可能性のある問題の解決方法につ
いて説明します。

Service Registryのマニュアルセット
Service Registryのマニュアルセットは、http://docs.sun.com/coll/1314.2で入手でき
ます。Service Registryの詳細については、次の表に示すマニュアルを参照してくださ
い。

表 P–1 Service Registryのマニュアル

マニュアルタイトル 内容

『Service Registry 3.1リリースノート (UNIX版)』 既知の問題など、Service Registryに関する最新の
情報が記載されています。

『Service Registry 3.1管理ガイド』 Service Registryのインストール後の設定方法、お
よびレジストリとともに提供される管理ツール
の使用方法について説明します。また、その他
の管理作業の実行方法についても説明します。

『Service Registry 3.1ユーザーズガイド
(2006Q4)』

Service RegistryのWebコンソールを使用して
Service Registryを検索し、Service Registryにデー
タを発行する方法について説明します。

『Service Registry 3.1開発ガイド』 JAXR (Java API for XML Registries)を使用して
Service Registryを検索し、データを発行する方法
について説明します。

はじめに
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関連マニュアル
Service Registryをインストールすると、Sun Java System Application Serverに配備されま
す。Application Serverの管理については、『Sun Java System Application Server
Enterprise Edition 8.2管理ガイド』を参照してください。

Java ESのマニュアルセットでは、配備計画とシステムインストールについて説明し
ます。システムマニュアルのURLは http://docs.sun.com/coll/1286.2です。Java ES
をはじめて使用する場合は、次の表に示すマニュアルを表の順番どおりに参照して
ください。

表 P–2 Java Enterprise Systemのマニュアル

マニュアルタイトル 内容

『Sun Java Enterprise System 5リ
リースノート (UNIX版)』

『Sun Java Enterprise System 5リ
リースノート (Windows版)』

既知の問題など、Java ESに関する最新の情報が記載されてい
ます。これ以外に、コンポーネントごとにリリースノート
(Release Notes Collection (http://docs.sun.com/coll/1315.2)に
表示)があります。

『Sun Java Enterprise System 5技術
の概要』

Java ESの技術的および概念的な基礎について説明します。コ
ンポーネント、アーキテクチャー、プロセス、および機能に
ついても説明します。

『Sun Java Enterprise System
Deployment Planning Guide』

Java ESに基づく企業向け配備ソリューションの計画および設
計について説明します。配備の計画および設計に関する基本
的概念と原則を示し、ソリューションのライフサイクルにつ
いて説明し、Java ESに基づくソリューションを計画する際に
使用する高度な例と戦略を提供します。

『Sun Java Enterprise System 5イン
ストール計画ガイド』

Java ESの配備のハードウェア面、オペレーティングシステム
面、およびネットワーク面に関する実装仕様の策定を支援し
ます。インストールや設定の計画の中で解決する必要がある
コンポーネントの依存関係などの問題について説明します。

『Sun Java Enterprise System 5イン
ストールガイド (UNIX版)』

『Sun Java Enterprise System 5イン
ストールガイド (Windows版)』

Java ESのインストール手順について説明します。また、イン
ストール後のコンポーネントの設定方法と、コンポーネント
の正常動作の確認方法を示します。

『Sun Java Enterprise System 5イン
ストールリファレンス (UNIX
版)』

設定パラメータに関する追加情報、設定の計画で使用する
ワークシート、および Solarisオペレーティングシステムまた
は Linuxオペレーティング環境でのデフォルトのディレクトリ
やポート番号などの参照資料の一覧を示します。

はじめに
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表 P–2 Java Enterprise Systemのマニュアル (続き)
マニュアルタイトル 内容

『Sun Java Enterprise System 5
アップグレードガイド (UNIX
版)』

『Sun Java Enterprise System 5
Upgrade Guide for Microsoft
Windows』

前にインストールしたバージョンから Java ES 5へのアップグ
レードの手順について説明します。

『Sun Java Enterprise System 5監視
ガイド (UNIX版)』

各製品コンポーネントに監視フレームワークを設定する方
法、および監視コンソールを使用してリアルタイムデータの
表示および監視規則の作成を行う手順について説明します。

『Sun Java Enterprise System用語
集』

Java ESのマニュアルで使用される用語について説明します。

Java ESおよびそのコンポーネントに関するすべてのマニュアルのURLは
http://docs.sun.com/prod/entsys.5です。

デフォルトのパスとファイル名
次の表は、このマニュアルで使用されているデフォルトのパス名とファイル名につ
いて説明したものです。

表P–3 デフォルトのパスとファイル名

プレースホルダ 説明 デフォルト値

ServiceRegistry-base Service Registryのベースインス
トールディレクトリを表しま
す。

Solaris OS: /opt/SUNWsrvc-registry

LinuxおよびHP-UXシステム:
/opt/sun/srvc-registry

RegistryDomain-base Service RegistryのApplication
Serverドメインが配置され、
Service Registryデータベースが配
置されているディレクトリを表
します。

Solaris OS:
/var/opt/SUNWsrvc-registry

LinuxおよびHP-UXシステム:
/var/opt/sun/srvc-registry

はじめに
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表記上の規則
このマニュアルでは、次のような字体や記号を特別な意味を持つものとして使用し
ます。

表P–4 表記上の規則

字体または記号 意味 例

AaBbCc123 コマンド名、ファイル名、ディレクトリ
名、画面上のコンピュータ出力、コード例
を示します。

.loginファイルを編集します。

ls -aを使用してすべてのファイ
ルを表示します。

machine_name% you have mail.

AaBbCc123 ユーザーが入力する文字を、画面上のコン
ピュータ出力と区別して示します。

machine_name% su

Password:

aabbcc123 変数を示します。実際に使用する特定の名
前または値で置き換えます。

ファイルを削除するには、rm

filenameと入力します。

『』 参照する書名を示します。 『コードマネージャー・ユー
ザーズガイド』を参照してくだ
さい。

「」 参照する章、節、ボタンやメニュー名、強
調する単語を示します。

第 5章「衝突の回避」を参照し
てください。

この操作ができるのは、「スー
パーユーザー」だけです。

\ 枠で囲まれたコード例で、テキストがペー
ジ行幅を超える場合に、継続を示します。 sun% grep ‘^#define \

XV_VERSION_STRING’

コード例は次のように表示されます。

■ Cシェル

machine_name% command y|n [filename]

■ Cシェルのスーパーユーザー

machine_name# command y|n [filename]

■ BourneシェルおよびKornシェル

$ command y|n [filename]

はじめに
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■ BourneシェルおよびKornシェルのスーパーユーザー

# command y|n [filename]

[ ]は省略可能な項目を示します。上記の例は、filenameは省略してもよいことを示し
ています。

|は区切り文字 (セパレータ)です。この文字で分割されている引数のうち 1つだけを
指定します。

キーボードのキー名は英文で、頭文字を大文字で示します (例: Shiftキーを押しま
す)。ただし、キーボードによっては Enterキーが Returnキーの動作をします。

ダッシュ (-)は 2つのキーを同時に押すことを示します。たとえば、Ctrl-Dは
Controlキーを押したまま Dキーを押すことを意味します。

コマンド例のシェルプロンプト
次の表は、デフォルトのシステムプロンプトおよびスーパーユーザープロンプトを
示しています。

表P–5 シェルプロンプト

シェル プロンプト

UNIXおよび LinuxシステムのCシェル machine_name%

UNIXおよび LinuxシステムのCシェルのスーパーユーザー machine_name#

UNIXおよび Linuxシステムの BourneシェルおよびKornシェル $

UNIXおよび Linuxシステムの BourneシェルおよびKornシェルのスー
パーユーザー

#

Microsoft Windowsのコマンド行 C:\

記号の表記規則
この表は、このマニュアルで使用される記号について説明したものです。

はじめに
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表P–6 記号の表記規則

記号 説明 例 意味

[ ] 省略可能な引数やコマン
ドオプションが含まれま
す。

ls [-l] -lオプションは必須ではありま
せん。

{ | } 必須のコマンドオプ
ションの選択肢のセット
が含まれます。

-d {y|n} -dオプションには、y引数または
n引数のいずれかを使用する必要
があります。

${ } 変数参照を示します。 ${com.sun.javaRoot} com.sun.javaRoot 変数の値を参
照します。

- 同時に実行する複数の
キーストロークを結び付
けます。

Control-A コントロールキーを押しながらA
キーを押します。

+ 連続する複数のキースト
ロークを結び付けます。

Ctrl + A + N Ctrlキーを押し、放してから、以
後のキーを続けて押します。

→ グラフィカルユーザーイ
ンタフェースのメニュー
項目の選択を示します。

「ファイル」→「新規」
→「テンプレート」

「ファイル」メニューから「新
規」を選択します。「新規」サ
ブメニューから、「テンプレー
ト」を選択します。

マニュアル、サポート、およびトレーニング

Sunのサービス URL 内容

マニュアル http://jp.sun.com/documentation/ PDF文書およびHTML文書を
ダウンロードできます。

サポートおよび
トレーニング

http://jp.sun.com/supportraining/ 技術サポート、パッチのダウ
ンロード、および Sunのト
レーニングコース情報を提供
します。

はじめに
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Webコンソールについて

Webコンソールは、レジストリを検索し、レジストリとリポジトリにコンテンツを
発行するための、Webベースのユーザーインタフェースです。ここでは、これらの
操作を実行する前に必要な準備手順について説明します。

■ 15ページの「Webコンソールの起動」
■ 16ページの「デフォルト言語の変更」
■ 18ページの「レジストリコンテンツのバージョン管理の有効化」
■ 18ページの「ユーザーアカウントの作成」

Webコンソールの起動
Webコンソールを起動するには、ブラウザに次のURLを入力します。

http://hostname:port/soar/

次に例を示します。

http://localhost:6480/soar/

レジストリがシステムにインストールされている場合、hostnameは localhostです。
レジストリがシステムにインストールされていない場合は、レジストリがインス
トールされているシステムの名前を使用します。portの値は、ポートの競合がない
かぎり 6480です。

Webコンソールの主なセクションは次のとおりです。
■ トップバナーでは、以下の操作を行うことができます。

■ Webコンソールの開始画面を開く
■ レジストリドキュメントまたはオンラインヘルプへのアクセス
■ ログインおよびログアウト
■ ロケールのリセット (16ページの「ラベルおよびメッセージのデフォルト言語
の変更」を参照)

1第 1 章
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■ 現在のセッションの終了
■ レジストリコンテンツのバージョン管理の設定 (18ページの「レジストリコン
テンツのバージョン管理の有効化」を参照)

■ コンテンツの言語の設定 (17ページの「レジストリコンテンツのデフォルト
言語の変更」を参照)

■ 画面左側のメニュー領域には 3つのタブがあります。
■ 「タスク」
■ 「検索」
■ 「探索」

■ メイン領域。開始画面またはタスク、検索、探索操作の結果が表示されます。

Webコンソールに初めてアクセスすると開始画面が開かれ、「タスク」タブが表示
されます。開始画面および「タスク」タブに戻るには、バナー領域のホームリンク
をクリックします。

「ドキュメント」をクリックすると、新しいブラウザウィンドウの
http://docs.sun.com/coll/1314.2にある Service Registryのマニュアルが表示されま
す。

「ユーザーガイド」をクリックすると、新しいブラウザウィンドウにWebコンソー
ルのオンラインヘルプが表示されます。

Webコンソールにログインするには「ログイン」ボタンを使用しますが、ユーザー
アカウントを作成するまでログインできません。ログインすると「ログイン」ボタ
ンはグレー表示になり、「セッションを終了」ボタンが「ログアウト」ボタンに変
化します。

ログインしていない場合は、「セッションを終了」ボタンをクリックしてWebコン
ソールを終了します。

「セッションを終了」または「ログアウト」をクリックすると、「セッションは終
了しました」ページに移動します。レジストリに戻って新規セッションを開始でき
ます。

デフォルト言語の変更
次の 2種類の情報の表示に使用されるデフォルト言語を変更できます。
■ Webコンソールのラベルおよびメッセージ
■ レジストリコンテンツ

ラベルおよびメッセージのデフォルト言語の変更
Webコンソールのラベルおよびメッセージは、表 1–1に示す言語で表示できます。

デフォルト言語の変更

Service Registry 3.1ユーザーズガイド (2006Q4) • 2007年 2月16
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表 1–1 Webコンソールによってサポートされる言語

言語 コード

簡体字中国語 (中国) zh_CN

繁体字中国語 (台湾) zh_TW

英語 (アメリカ合衆国) en

フランス語 fr

ドイツ語 de

日本語 ja

韓国語 ko

スペイン語 es

▼ ラベルおよびメッセージの言語を変更する

ブラウザの操作手順に従って、該当する言語をブラウザの言語環境に追加します。

ほとんどのブラウザでは、「インターネットオプション」、「オプション」、また
は「設定」ダイアログボックスの「全般」領域に言語の設定項目があります。

該当する言語を言語リストの先頭に置くことによって、その言語を優先言語にしま
す。

「ロケールをリセット」ボタンをクリックします。

ラベルが該当する言語で表示されます。

レジストリコンテンツのデフォルト言語の変更
レジストリにコンテンツを発行する際は、トップバナー領域の「コンテンツの言
語」ドロップダウンリストに表示されるいずれかの言語を使用できます。デフォル
トは、使用しているブラウザの言語設定です。

言語をデフォルトから変更するには、「コンテンツの言語」ドロップダウンリスト
から言語を選択します。

1

2

3

デフォルト言語の変更
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レジストリコンテンツのバージョン管理の有効化
レジストリオブジェクトのバージョン管理は、デフォルトでは無効になっていま
す。すべてのオブジェクトのバージョン番号は 1.1に設定されます。オブジェクトを
変更したときに、そのオブジェクトに新しいバージョン番号を設定するには、
「バージョン管理」チェックボックスを選択します。チェックボックスの選択は、
管理者が『Service Registry 3.1管理ガイド』の「レジストリオブジェクトのバー
ジョン管理の有効化」に記述されているタスクを実行するまで有効化されません。

ユーザーアカウントの作成
レジストリの公開コンテンツをブラウズするときは、レジストリにログインする必
要はありません。ただし、非公開オブジェクトへの読み取りアクセスや公開オブ
ジェクトへの書き込みアクセスを行うには、レジストリにユーザーアカウントを作
成する必要があります。ユーザーアカウントを作成すると、オブジェクトの発行、
変更、削除などのセキュリティー保護された操作を実行できます。

ユーザーアカウントを作成するには、次の一般的な手順を実行する必要がありま
す。

1. 新規ユーザーの詳細フォームに必要な情報を入力します。

2. 資格のセットをユーザーアカウントに関連付けます。資格は次のいずれかの方法
で取得できます。

■ レジストリによって資格を自動的に生成できます。この方法では、資格をより
簡単に取得できます。

■ サードパーティー証明書発行局によって発行された証明書がある場合は、その
証明書を使用して資格を取得できます。証明書を使用するには、管理者に、
サードパーティールート証明書をレジストリのApplication Serverドメインにイ
ンストールしてもらう必要があります。詳細については『Service Registry 3.1
管理ガイド』の「レジストリ用ドメイン内の信頼できる証明書にルート証明書
を追加する」を参照してください。

ユーザーアカウントを作成するには、次の作業を実行します。

■ 19ページの「ユーザー登録ウィザードを起動する」
■ 19ページの「レジストリによって生成された証明書を取得する」または 20ペー
ジの「サードパーティー証明書を使用する」

■ 21ページの「Mozillaまたは Firefoxブラウザへの証明書の読み込み」または 22
ページの「Internet Explorer Webブラウザへの証明書の読み込み」

■ 23ページの「レジストリにログインする」
■ 23ページの「レジストリに対する認証」

レジストリコンテンツのバージョン管理の有効化

Service Registry 3.1ユーザーズガイド (2006Q4) • 2007年 2月18



▼ ユーザー登録ウィザードを起動する
左側のメニュー領域で「タスク」タブをクリックして、「ユーザーアカウントを作
成」をクリックします。

「登録ウィザードを開始」ボタンをクリックします。

「ステップ 1:要件」の指示を読んで、「次へ」をクリックします。

「新規ユーザーの詳細」フォームに必要な情報を入力します。

以下のフィールドにデータを入力します。

■ 「名」
■ 「姓」
■ 「市」
■ 「州または都道府県」
■ 「国」 (2文字に制限されています。国コードを使用。)

「次へ」をクリックします。

「ユーザー認証の詳細」ページが表示されます。

「ユーザー認証の詳細」ページで、次のいずれかのラジオボタンを選択します。

■ レジストリで証明書を作成する場合は、「鍵ペアを生成して PKCS12キーストア
をダウンロード」(デフォルト)を選択します。この作業の詳細については、19
ページの「レジストリによって生成された証明書を取得する」を参照してくださ
い。

■ 既存のサードパーティー証明書を使用する場合は、「X.509証明書 (DER)を
アップロード」を選択します。この作業の詳細については、20ページの「サー
ドパーティー証明書を使用する」を参照してください。

▼ レジストリによって生成された証明書を取得する
「ユーザー認証の詳細」ページで「鍵ペアを生成して PKCS12キーストアをダウン
ロード」ラジオボタンを選択した場合は、次の手順を実行します。

「ユーザー認証の詳細」ページで、「エイリアス」テキストフィールドにユーザー
名を入力します。

「パスワード」および「パスワード (繰り返し)」テキストフィールドにパスワードを
入力します。

パスワードの長さは 6文字以上にします。

1
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以下のテキストフィールドに値を入力します。

■ 「組織単位」
■ 「組織」

「名前」フィールドに、「新規ユーザーの詳細」フォームの「姓」に指定した名前
が表示されます。「新規ユーザーの詳細」フォームの「市」、「州または都道府県
名」、または「国」フィールドにも、指定した値が含まれます。これらのフィール
ドは編集できません。これらのフィールドを修正する必要がある場合は、「前へ」
をクリックして「新規ユーザーの詳細」で修正を行います。

すべてのフィールドを入力する必要があります。

「次へ」をクリックします。

「ステップ 4:鍵をWebブラウザにロードします」という名前のページが表示され、
「新しいユーザーは正常に登録されました。」というメッセージが表示されます。

「ダウンロード」をクリックします。

ダイアログボックスで、生成された証明書をディスクに保存するオプションを選択
します。ファイル選択ダイアログボックスで、ファイルのディレクトリと名前を選
択します。

ファイルには必ず .p12という拡張子を付けます。

デフォルトでは、ユーザーのホームディレクトリ上の generated-key.p12という名前
のファイルに証明書が保存されます。

生成された証明書をブラウザにインポートします。

詳細については、21ページの「Mozillaまたは Firefoxブラウザへの証明書の読み込
み」または 22ページの「Internet Explorer Webブラウザへの証明書の読み込み」を
参照してください。

▼ サードパーティー証明書を使用する
「ユーザー認証の詳細」ページで「X.509証明書 (DER)をアップロード」ラジオボタ
ンを選択した場合は、次の手順を実行します。これらの手順を実行すると、証明書
がレジストリのサーバーキーストアに配置され、ブラウザに読み込まれます。

サードパーティー証明書はX.509形式である必要があります。通常、サードパー
ティー証明書は .cerという拡張子のファイルに格納されます。

「ユーザー認証の詳細」ページで、「証明書ファイルの選択」ボタンをクリックし
ます。
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「ファイルのアップロード」ダイアログボックスで、「ブラウズ」ボタンをク
リックしてアップロードするファイルを選択し、「ファイルのアップロード」をク
リックします。

「了解」をクリックします。

「ユーザー認証の詳細」ページの「証明書ファイルの選択」ボタンの隣に、選択し
たファイル名が表示されます。

「次へ」をクリックします。

「ステップ 4:鍵をWebブラウザにロードします」ページで、証明書がブラウザにま
だ読み込まれていない場合は、指示に従って証明書をブラウザにインポートしま
す。

詳細については、21ページの「Mozillaまたは Firefoxブラウザへの証明書の読み込
み」または 22ページの「Internet Explorer Webブラウザへの証明書の読み込み」を
参照してください。

▼ Mozillaまたは Firefoxブラウザへの証明書の読み
込み

「証明書マネージャー」ウィンドウに移動します。Mozillaまたは Firefoxのバー
ジョンによって、このウィンドウへのパスは以下のいずれかになります。

■ 「編集」→「設定」→「プライバシー」&「セキュリティー」→「証明書」
→「証明書管理」

■ 「編集」→「設定」→「詳細設定」&「セキュリティー」→「証明書を表示」
■ 「ツール」→「オプション」→「詳細設定」&「証明書」→「証明書管理」
■ 「ツール」→「オプション」→「詳細設定」&「暗号化」→「証明書を表示」

「証明書マネージャー」ウィンドウで「あなたの証明書」タブを開きます。

Mozillaまたは Firefoxの最新バージョンでは、「証明書管理」ボタンをクリックしま
す。Firefoxの旧バージョンでは、「証明書を表示」ボタンをクリックします。

「インポート」ボタンをクリックします。

「復元用のファイル名」ファイル選択ダイアログボックスで、 .p12証明書ファイル
を選択し、「開く」をクリックします。
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プロンプトダイアログボックスで、ソフトウェアセキュリティーデバイスのマス
ターパスワードに対するアカウントパスワードを入力します。

このパスワードは、ブラウザアカウント専用であり、ブラウザのプロファイル所有
者によって割り当てられます。通常は、クライアントマシンのログインアカウント
と同じパスワードを使用します。

「パスワードの入力」ダイアログボックスで、証明書のパスワードを入力します。

このパスワードは、クライアント証明書を保護するために使用されます。レジスト
リによって生成された証明書を使用する場合は、「ユーザー認証の詳細」ページで
指定したパスワードを入力します。

アラートダイアログボックスに「セキュリティー証明書と秘密鍵が正常に復元され
ました」というメッセージが表示されます。

「了解」をクリックします。

「証明書マネージャー」および「設定/オプション」ダイアログボックスを閉じま
す。

証明書をインポートすると、レジストリにログインする準備が整います。詳細につ
いては、23ページの「レジストリにログインする」を参照してください。

▼ Internet Explorer Webブラウザへの証明書の読み込
み

「ツール」メニューから「インターネットオプション」を選択します。

「コンテンツ」タブをクリックします。

「証明書」をクリックします。

「インポート」をクリックして「証明書のインポートウィザード」を開きます。

「証明書のインポートウィザード」で、「次へ」をクリックします。

「インポートする証明書ファイル」ページで、「参照」をクリックして .p12ファイ
ルを選択し、「次へ」をクリックします。

「パスワード」ページで、次の手順を実行します。

a. 証明書に指定したパスワードを入力します。
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b. 「このキーをエクスポート可能にする」チェックボックスを選択します。

c. 「秘密キーの保護を強力にする」チェックボックスは選択しないでください。

d. 「次へ」をクリックします。

「証明書ストア」ページで、デフォルトの「証明書をすべて次のストアに配置す
る」(個人)を選択し、「次へ」をクリックします。

「完了」をクリックします。

表示された情報ダイアログボックスで「了解」をクリックします。
新しい証明書が、指定した氏名とともに「証明書」ウィンドウに表示されます。

「証明書」ウィンドウで「閉じる」をクリックします。

「インターネットオプション」ウィンドウで「了解」をクリックします。

証明書をインポートすると、レジストリにログインする準備が整います。詳細につ
いては、23ページの「レジストリにログインする」を参照してください。

▼ レジストリにログインする
証明書をブラウザにインポートすると、ログインする準備が整います。

「ステップ 4:鍵をWebブラウザにロードします」ページで、「完了」ボタンをク
リックします。

Webコンソールのトップバナー領域で、「ログイン」ボタンをクリックします。

証明書を確認するための各ダイアログボックスで、「了解」をクリックします。
ログインすると、トップバナー領域に「認証に成功しました。」というメッセージ
が表示されます。また、Webコンソールのバナー領域の現在のユーザーラベルの後
ろに、入力した姓名が表示されます。

レジストリに対する認証
レジストリへのログイン後、レジストリオブジェクトの追加、削除、または変更を
行うたびに、認証が透過的に行われます。これは、ブラウザに読み込まれたクライ
アント証明書に基づいて、書き込み要求が認証をトリガーするためです。

認証に成功すると、レジストリへのアクセスが https経由で行われます。
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セッションの有効期限が切れると、それ以降はレジストリによる認証が行われなく
なります。その後の書き込み要求では、Webコンソールによる再認証が必要になり
ます。

注 –認証に失敗した場合は、ブラウザを終了してから再起動し、再試行してくださ
い。間違って別の証明書を選択してしまってログインできない場合の対処方法につ
いては、73ページの「クライアント証明書選択間違いによるログインエラー」を参
照してください。

ユーザーアカウントの作成
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レジストリの検索

レジストリを検索するには、メニュー領域の「検索」タブと「探索」タブを使用し
ます。

■ 25ページの「「検索」タブの使用」
■ 26ページの「クエリーの選択」
■ 27ページの「オブジェクト型による検索」
■ 29ページの「名前および説明による検索」
■ 30ページの「状態による検索」
■ 30ページの「分類による検索」
■ 33ページの「WSDLクエリーの実行」
■ 37ページの「検索結果の表示」
■ 39ページの「オブジェクトの詳細の表示」
■ 42ページの「「探索」タブの使用」

「検索」タブの使用
「検索」タブをクリックします。「検索」フォームが開きます。このフォームに
は「定義済みクエリーを選択」コンボボックスがあります。選択したクエリーと 3
つのボタンの内容説明もあります。

■ 「検索」。クエリーを実行
■ 「消去」。フォームとレジストリオブジェクト領域を消去
■ 「ヘルプ」。レジストリ検索のヘルプを提供

フォームの残りのコンテンツは、選択するクエリーによって異なります。デフォル
トのクエリーは、基本クエリーです。

■ 「定義済みクエリーを選択」コンボボックス
■ 「名前」テキストフィールド
■ 「説明」テキストフィールド
■ ClassificationSchemesツリー

2第 2 章
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次に、上記の構成要素の使用方法について説明します。

クエリーの選択
「定義済みクエリーを選択」コンボボックスには、表 2–1に示す項目が表示されま
す。

表 2–1 定義済みクエリー

クエリー名 検索の目的

基本クエリー オブジェクト型、名前、説明、および分類で検索でき
る、デフォルトの汎用クエリー。

基本クエリー -大文字と小文字を区別 大文字と小文字を区別する基本クエリー。

すべての所有オブジェクトを検索 クエリーを実行したユーザーが所有する (発行した)すべ
てのオブジェクトを検索します。ユーザーが多数のオブ
ジェクトを所有している場合は、時間が長くかかること
があります。

呼び出し元のユーザーを取得 クエリーを実行したユーザーの Userオブジェクトを検索
します。

WSDL検出クエリー Web Services Description Language (WSDL)ドキュメントを
検出します

WSDLバインディング検出クエリー WSDLバインディング定義として記述されている抽象
サービスインタフェースのプロトコルバインディングを
検出します

WSDLポート検出クエリー WSDLポート定義として記述されているサービスインタ
フェースの実装を検出します

WSDLポートタイプ検出クエリー WSDLポートタイプ定義として記述されている抽象サー
ビスインタフェースを検出します

WSDLサービス検出クエリー WSDLサービス定義として記述されているWebサービス
を検出します

デフォルトでは、基本クエリーが選択されています。基本クエリーと基本クエリー
—大文字と小文字を区別の検索フォームのコンポーネントは次のとおりです。

■ 「オブジェクト型」コンボボックス
■ 「名前」テキストフィールド
■ 「説明」テキストフィールド
■ 「状態」コンボボックス
■ 「Classificationノードの選択」ボタン

クエリーの選択
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1つの検索で、これらのいずれかの条件またはすべての条件を指定できます。基本ク
エリーの実行方法について次に説明します。

■ 27ページの「オブジェクト型による検索」
■ 29ページの「名前および説明による検索」
■ 30ページの「状態による検索」
■ 30ページの「分類による検索」

自分が発行したすべてのオブジェクトを検索する場合は、「すべての所有オブ
ジェクトを検索」クエリーを使用します。クエリー結果には、 AuditableEventオブ
ジェクトを除くユーザー保有のすべてのオブジェクトが表示されます。これらを編
集または削除することはできません。

登録時に作成したユーザーのデータを表示して変更する場合は、「呼び出し元の
ユーザーを取得」クエリーを使用します。

WSDLクエリーの使用については、33ページの「WSDLクエリーの実行」を参照し
てください。

オブジェクト型による検索
もっとも簡単な検索は、オブジェクト型のみを指定する検索です。

「オブジェクト型」コンボボックスでは、デフォルトでレジストリ内のすべてのオ
ブジェクトを検索する「RegistryObject」が選択されています。検索範囲を絞り込む
には、オブジェクト型を変更します。

ClassificationNode選択には、ClassificationSchemesに含まれるConceptが表示されま
す。ClassificationNodeは Conceptの同義語です。

表 2–2に、レジストリで使用可能なオブジェクト型を示します。

表 2–2 Service Registryのオブジェクト型

オブジェクト型 説明

AdhocQuery クエリー構文に表示されるAd hocクエリーを示します。AdhocQuery

オブジェクトを使用してレジストリオブジェクトを検出します。
AdhocQuery オブジェクトの目的は、リレーショナルデータベースの
ストアドプロシージャーと似ています。たとえば、検索パネル内の
定義済みクエリーはすべて AdhocQueryオブジェクトです。

Association 2つのオブジェクト間の関係を定義します。

オブジェクト型による検索
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表 2–2 Service Registryのオブジェクト型 (続き)
オブジェクト型 説明

AuditableEvent オブジェクトへの変更レコードを提供します。AuditableEvent オブ
ジェクトのコレクションはオブジェクトの監査証跡を構成していま
す。

Classification ClassificationSchemeを使用してオブジェクトを分類します。

ClassificationNode 内部 ClassificationSchemeのほかの要素と構造関係を持つ分類要素
を表します。Conceptとも呼ばれます。

ClassificationScheme オブジェクトを分類する分類法を表します。内部
ClassificationScheme では、すべての分類要素はレジストリで
Concept インスタンスとして定義されます。外部
ClassificationSchemeでは、値はレジストリで Conceptインスタン
スとして定義されず、String表現によって参照されます。

ExternalIdentifier 識別スキーマ内の String値 (外部 ClassificationScheme)を使用し
て、オブジェクトについての追加情報を提供します。識別スキーマ
の例として、DUNS番号や社会保障番号があります。

ExternalLink レジストリ外にあるコンテンツのURIを提供します。

ExtrinsicObject 送信されたコンテンツの型が、本質的にレジストリにとって既知で
はないために、MIMEタイプなどの追加属性によって記述する必要
のある場合、この型を記述するメタデータを提供します。

Federation レジストリの関連グループを表します。

Notification Subscriptionと一致するイベントに関する、レジストリからの通知
を表します。

Organization 組織についての情報を提供します。1つの親組織、および 1つまた
は複数の子組織を持つことができます。主担当者として常に Userオ
ブジェクトがあり、Serviceオブジェクトを提供できます。

Person、User レジストリ内の個人および登録ユーザーについての情報を提供しま
す。 Userオブジェクトは Organizationオブジェクトと関連しま
す。

Registry レジストリを表します。

RegistryPackage 任意の数のレジストリオブジェクトの論理グループ化を表します。

Service サービスに関する情報を提供します。1つまたは複数の
ServiceBinding オブジェクトを含むことができます。

ServiceBinding サービスへのアクセス方法に関する技術情報を表します。

SpecificationLink ServiceBinding間のリンケージ、および ServiceBindingを使用して
サービスを使用する方法を示す技術仕様を提供します。

オブジェクト型による検索
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表 2–2 Service Registryのオブジェクト型 (続き)
オブジェクト型 説明

Subscription 任意のタイプの AuditableEventに関する Userの興味を定義しま
す。Userは Subscriptionを作成して、任意のタイプのイベントの通
知を受信します。

▼ オブジェクト型で検索する
「オブジェクト型」コンボボックスからオブジェクト型を選択します。

「検索」ボタンをクリックするか、「名前」または「説明」テキストフィールドに
カーソルを置いて改行キーを押します。

検索の結果、指定した型のオブジェクトがすべて返されます。名前、説明、状態、
または分類を指定して、検索範囲を絞り込むことができます。

名前および説明による検索
オブジェクトは名前、説明、またはその両方で検索できます。

▼ 名前および説明で検索する
「名前」フィールドまたは「説明」フィールドに文字列を入力します。

デフォルトでは、入力した文字列全体に一致する名前または説明が検索されます。
ワイルドカードを使用すると、一定範囲のオブジェクトを検索できます。

ワイルドカード文字は、パーセント (%)と下線 (_)です。
パーセントワイルドカードは、次のように複数の文字に一致します。

■ %off%と入力すると、文字列 offを含む名前または説明 (Coffeeなど)が返されま
す。

■ nor%と入力すると、Norまたは norで始まる名前または説明 (Northや northernな
ど)が返されます。

■ %icaと入力すると、icaで終わる名前または説明 (Americaなど)が返されます。

下線ワイルドカードは、1つの文字に一致します。たとえば、検索文字列を _us_と
すると、Aus1や Bus3などの名前を持つオブジェクトに一致します。

「検索」ボタンをクリックするか、改行キーを押します。

1
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2

名前および説明による検索
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状態による検索
レジストリのオブジェクトには、以下のいずれかの状態を設定できます。

■ 承認
■ 非推奨
■ 送付
■ 撤回

レジストリのオブジェクトのデフォルト状態は「送付」です。オブジェクトはレジ
ストリ管理者またはオブジェクト所有者によって承認または非推奨にすることがで
きます。ExtrinsicObjectのリポジトリ項目が削除されている場合、状態は「撤回」
になります。

▼ 状態で検索する
「状態」コンボボックスから「状態」を選択します。

「検索」ボタンをクリックするか、「名前」または「説明」テキストフィールドに
カーソルを置いて改行キーを押します。

検索の結果、指定した状態のオブジェクトがすべて返されます。オブジェクト型、
名前、説明、または分類を指定して、検索範囲を絞り込むことができます。

分類による検索
Classificationオブジェクトは、Classification Scheme内部の有効な値を定義する固有
のConcept (ClassificationNodes)を使用してレジストリ内のオブジェクトを分類しま
す。Classification Schemeは、子Conceptの世代を含むツリー構造の親です。表 2–3
に、レジストリ仕様によって提供されるClassification Schemeを示します。これらは
canonical classification schemesと呼ばれます。この表に示した用語の多くは、レジスト
リの仕様で定義されています。

表 2–3 標準的なClassification Scheme

Classification Scheme名 使用頻度 説明または目的

AssociationType 頻繁 レジストリオブジェクト間の関連の
タイプを定義します。Associationイ
ンスタンスの associationType属性の
値として使用され、関連の性質を記
述します。

1
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状態による検索
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表 2–3 標準的なClassification Scheme (続き)
Classification Scheme名 使用頻度 説明または目的

ContentManagementService まれ コンテンツ管理サービスのタイプを
定義します。検証サービスやカタロ
グサービスなどのコンテンツ管理
サービスの設定で使用されます。

DataType 頻繁 オブジェクト属性のデータ型を定義
します。Slotインスタンスの
slotType属性の値として使用され、
Slot値のデータ型を記述します。

DeletionScopeType 随時 RemoveObjectsRequestプロトコル
メッセージの deletionScope属性の値
を定義します。

EmailType まれ 電子メールアドレスのタイプを定義
します。

ErrorHandlingModel まれ コンテンツ管理サービスのエラー処
理モデルのタイプを定義します。

ErrorSeverityType まれ プロトコルメッセージの処理中にレ
ジストリに発生するエラーの重要度
のタイプを定義します。

EventType 随時 レジストリに発生するイベントのタ
イプを定義します。

InvocationModel まれ レジストリによるコンテンツ管理
サービスの呼び出し方法を定義しま
す。

NodeType 随時 ClassificationSchemeが
ClassificationNode (Concept)オブ
ジェクトの code属性の値を割り当て
る方法を定義します。

NotificationOptionType まれ レジストリが Subscription内のイベ
ントを必要なクライアントに通知す
る方法を定義します。

ObjectType 随時 レジストリがサポートする
RegistryObjectのタイプを定義しま
す。

PhoneType まれ 電話番号のタイプを定義します。

QueryLanguage まれ レジストリがサポートするクエリー
言語を定義します。

分類による検索
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表 2–3 標準的なClassification Scheme (続き)
Classification Scheme名 使用頻度 説明または目的

ResponseStatusType まれ RegistryResponseの状態のタイプを定
義します。

StatusType 随時 RegistryObjectの状態のタイプを定義
します。

SubjectGroup まれ アクセス制御のためにユーザーが所
属するグループを定義します。

SubjectRole まれ アクセス制御のためにユーザーに割
り当てられるロールを定義します。

標準的なClassificationSchemeの主な目的は、オブジェクトを分類することではな
く、オブジェクト属性の列挙型を提供することです。レジストリには多数の非標準
ClassificationSchemeを含めることも可能で、独自のClassificationSchemeを作成できま
す。

▼ 分類で検索する
「Classificationノードの選択」ボタンをクリックします。
「Classification Node Selector」ウィンドウが表示されます。

使用するClassification Schemeのフォルダアイコンをクリックします。
各エントリのあとに付く括弧の数は、親に含まれるConcept (ClassificationNodeオブ
ジェクト)の数を示しています。

Classification Schemeの下のConceptノードを展開し、検索条件として使用する葉ノー
ドを見つけます。葉ノードとは、その下にConceptがないノードです。

見つかった葉ノードを選択します。

「Classification Node Selector」ウィンドウで「閉じる」をクリックします。
「値」テキストフィールドに、選択するConceptの IDが表示されます。

「検索」ボタンをクリックするか、「名前」または「説明」テキストフィールドに
カーソルを置いて改行キーを押します。
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WSDLクエリーの実行
検索パネルには定義済みクエリーが含まれています。これにより、さまざまな検索
条件を使用してWSDLファイルを検索できます。
■ WSDL検出クエリー
■ WSDLバインディング検出クエリー
■ WSDLポート検出クエリー
■ WSDLポートタイプ検出クエリー
■ WSDLサービス検出クエリー

ここでは、これらの検索の実行方法を説明します。これらすべての検索について、
必要な数だけ検索条件を指定できます。

▼ WSDL検出クエリーを実行する
「定義済みクエリーを選択」コンボボックスから「WSDL検出クエリー」を選択しま
す。
検索フォームが表示されます。

「名前」または「説明」フィールドあるいはその両方に値を入力します。

「状態」コンボボックスから値を選択します。

「ターゲット名前空間」フィールドに値を入力します。

「検索」をクリックするか改行キーを押します。

▼ WSDLバインディングクエリーを実行する
「定義済みクエリーを選択」コンボボックスから「WSDLバインディングクエリー」
を選択します。
検索フォームが表示されます。

「バインディング名」または「バインディングの説明」フィールドあるいはその両
方に値を入力します

「バインディングの状態」コンボボックスから値を選択します。

「バインディングのターゲット名前空間」フィールドに値を入力します。

「バインディングのプロトコルタイプ」コンボボックスから値を選択します。
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「バインディングのトランスポートタイプ」コンボボックスから値を選択します。

「SOAPバインディングスタイル」コンボボックスから値を選択します。

任意で「ポートタイプを考慮に入れる」チェックボックスも選択できます。この
チェックボックスを選択した場合、次の操作を行います。

a. 「ポートタイプ名」または「ポートタイプの説明」フィールドあるいはその両方
に値を入力します。

b. 「ポートタイプの状態」コンボボックスから値を選択します。

c. 「ポートタイプのターゲット名前空間」フィールドに値を入力します。

「検索」をクリックするか改行キーを押します。

▼ WSDLポート検出クエリーを実行する
「定義済みクエリーを選択」コンボボックスから「WSDLポート検出クエリー」を選
択します。

検索フォームが表示されます。

「ポート名」または「ポートの説明」フィールドあるいはその両方に値を入力しま
す。

「ポートの状態」コンボボックスから値を選択します。

「ポートのターゲット名前空間」フィールドに値を入力します。

「ポートのエンドポイント」フィールドに値を入力します。

任意で「バインディングを考慮に入れる」チェックボックスも選択できます。この
チェックボックスを選択する場合、次の操作を行います。

a. 「バインディング名」または「バインディングの説明」フィールドあるいはその
両方に値を入力します。

b. 「バインディングの状態」コンボボックスから値を選択します。

c. 「バインディングのターゲット名前空間」フィールドに値を入力します。

d. 「バインディングのプロトコルタイプ」コンボボックスから値を選択します。
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e. 「バインディングのトランスポートタイプ」コンボボックスから値を選択しま
す。

f. 「SOAPバインディングスタイル」コンボボックスから値を選択します。

g. 任意で「ポートタイプを考慮に入れる」チェックボックスも選択できます。この
チェックボックスを選択する場合、次の操作を行います。

i. 「ポートタイプ名」または「ポートタイプの説明」フィールドあるいはその両
方に値を入力します

ii. 「ポートタイプの状態」コンボボックスから値を選択します。

iii. 「ポートタイプのターゲット名前空間」フィールドに値を入力します。

「検索」をクリックするか改行キーを押します。

▼ WSDLポートタイプ検出クエリーを実行する
「定義済みクエリーを選択」コンボボックスから「WSDLポートタイプ検出クエ
リー」を選択します。

検索フォームが表示されます。

「ポートタイプ名」または「ポートタイプの説明」フィールドあるいはその両方に
値を入力します

「ポートタイプの状態」コンボボックスから値を選択します。

「ポートタイプのターゲット名前空間」フィールドに値を入力します。

「検索」をクリックするか改行キーを押します。

▼ WSDLサービス検出クエリーを実行する
「定義済みクエリーを選択」コンボボックスから「WSDLサービス検出クエリー」を
選択します。

検索フォームが表示されます。

「サービス名」または「サービスの説明」フィールドあるいはその両方に値を入力
します
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「サービスの状態」コンボボックスから値を選択します。

「サービスのターゲット名前空間」フィールドに値を入力します。

任意で「ポートを考慮に入れる」チェックボックスも選択できます。このボックス
を選択する場合、次の操作を行います。

a. 「ポート名」または「ポートの説明」フィールドあるいはその両方に値を入力し
ます。

b. 「ポートの状態」コンボボックスから値を選択します。

c. 「ポートのターゲット名前空間」フィールドに値を入力します。

d. 「ポートのエンドポイント」フィールドに値を入力します。

e. 任意で「バインディングを考慮に入れる」チェックボックスも選択できます。こ
のチェックボックスを選択する場合、次の操作を行います。

i. 「バインディング名」または「バインディングの説明」フィールドあるいはそ
の両方に値を入力します。

ii. 「バインディングの状態」コンボボックスから値を選択します。

iii. 「バインディングのターゲット名前空間」フィールドに値を入力します。

iv. 「バインディングのプロトコルタイプ」コンボボックスから値を選択します。

v. 「バインディングのトランスポートタイプ」コンボボックスから値を選択しま
す。

vi. 「SOAPバインディングスタイル」コンボボックスから値を選択します。

vii.任意で「ポートタイプを考慮に入れる」チェックボックスも選択できます。こ
のチェックボックスを選択する場合、次の操作を行います。

「ポートタイプ名」または「ポートタイプの説明」フィールドあるいはそ
の両方に値を入力します

「ポートタイプの状態」コンボボックスから値を選択します。

「ポートタイプのターゲット名前空間」フィールドに値を入力します。

「検索」をクリックするか改行キーを押します。

3

4
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検索したサービスに関連付けられているWSDLファイルを見つけるには、37ページ
の「サービスのWSDL文書を検索する」を参照してください。

▼ サービスのWSDL文書を検索する
サービスを検索したあとは、通常はサービスに関連付けられたWSDLファイルを検
索し、このファイルを使用してサービスと通信するクライアントプロキシを作成し
ます。そのためには、以下のステップに従います。

サービスオブジェクトの詳細リンクをクリックします。

「関連付け」タブをクリックします。

ソースオブジェクト列にはWSDLというリンクがあります。

WSDLリンクをクリックします。
「詳細」ウィンドウが表示されます。

「リポジトリ項目の内容を表示」をクリックしてWSDLファイルを表示します。

ブラウザの「名前を付けて保存」メニュー項目を使用して、ファイルをローカルシ
ステムに保存します。

検索結果の表示
検索で見つかったオブジェクトは、「レジストリオブジェクト」領域に表示されま
す。

「レジストリオブジェクト」領域は、次の要素で構成されます。

■ オブジェクトに対する操作を実行するための「適用」、「承認」、「非推奨」、
「非推奨解除」、「ブックマーク」、「関連付け」、「削除」、または「状態の
設定または変更」の各ボタン。「ブックマーク」以外のこれらの操作を実行する
には、オブジェクトの作成者またはレジストリ管理者である必要があります。

■ 見つかったオブジェクトの表示。これは検索結果の表から成ります。大部分のオ
ブジェクトでは、表の中に次の列が表示されます。
■ 「選択」チェックボックス。2つのオブジェクトを選択すると、「関連付け」
ボタンが有効になります。詳細については、67ページの「オブジェクト間の
関係の作成」を参照してください。1つまたは複数のオブジェクトを選択し、
別のボタンをクリックしてその操作を実行します。その操作の実行権限を
持っていない場合、エラーメッセージが表示されます。

次の手順
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■ 「詳細」リンク。このリンクをクリックすると、「レジストリオブジェクト」
領域のすぐ下に「詳細」領域が開きます (39ページの「オブジェクトの詳細の
表示」を参照)。

■ 「オブジェクト型」フィールド。
■ 「名前」フィールド。
■ 「説明」フィールド。
■ 「バージョン」フィールド。
■ 「バージョンコメント」フィールド。
■ 「状態」フィールド。

ExtrinsicObjectオブジェクトの場合は、「コンテンツのバージョン」と「コンテン
ツのバージョンコメント」の 2つの列が追加されます。これらの列は、
ExtrinsicObjectのリポジトリ項目に適用されます。

次の 2つのオブジェクトでは、「バージョン」列と「バージョンコメント」列が次
のように別のコンテンツに置き換わります。

■ ExternalLinkオブジェクト:外部URI
■ ServiceBindingオブジェクト:エンドポイント

▼ ブックマーク機能を使用する
ユーザーインタフェースのブックマーク機能を使用すると、別のオブジェクトの検
索中に 1つまたは複数のオブジェクトを「レジストリオブジェクト」領域に固定で
きます。その後、2つのオブジェクト間の関係を作成できます。この方法の詳細につ
いては、67ページの「オブジェクト間の関係の作成」を参照してください。

「検索」をクリックしてクエリーを実行します。

「レジストリオブジェクト」領域で固定する1つまたは複数のオブジェクトの「選
択」チェックボックスを選択し、「ブックマーク」ボタンをクリックします。

検索結果の上の「ブックマークオブジェクト」領域にオブジェクトが表示されま
す。

別のクエリーを実行します。

ブックマークオブジェクトを使用し終わったら、そのオブジェクトの「選択」
チェックボックスを選択して「ブックマークを削除」ボタンをクリックします。オ
ブジェクトは「ブックマークオブジェクト」領域から削除されます。そのオブ
ジェクトが「ブックマークオブジェクト」領域の唯一のオブジェクトであった場
合、「ブックマークオブジェクト」領域は消えます。

1

2

3

次の手順
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オブジェクトの詳細の表示
検索結果の表で、オブジェクトの「詳細」リンクをクリックすると、「レジストリ
オブジェクト」領域のすぐ下に「詳細」領域が開きます。

このセクションには、次のように一連のボタンとタブが表示されます。

■ 表示されるボタンは、「適用」、「保存」、「取消し」、「承認」、「非推
奨」、「非推奨解除」、「削除」、および「状態の設定または変更」です。これ
らのボタンは、オブジェクトに対して実行できる操作を表しています。

■ タブは、オブジェクトの属性を表しています。タブは、オブジェクト型によって
異なります。表 2–4は、タブの種類と各タブが適用されるオブジェクトを示して
います。

表 2–4 「詳細」領域の属性タブ

タブ名 適用先

Object-Type詳細 すべてのオブジェクト (Object_Typeはオブジェクト型の名前)

スロット すべてのオブジェクト

Classification すべてのオブジェクト

外部識別子 すべてのオブジェクト

Associations すべてのオブジェクト

外部リンク すべてのオブジェクト

監査証跡 すべてのオブジェクト

住所 Organization、User

電話番号 Organization、User

電子メールアドレス Organization、User

ユーザー Organization

Organization Organization

サービスバインディン
グ

Service

仕様リンク ServiceBinding

Concept ClassificationScheme、ClassificationNode

Members RegistryPackage

Affected Objects AuditableEvent

オブジェクトの詳細の表示
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タブをクリックすると、オブジェクトに属性の値が存在するかどうかがわかりま
す。値が存在する場合は、属性値の「詳細」リンクをクリックすると、ブラウザの
ウィンドウが開き、属性値の詳細が表示されます。

「関連付け」タブでは、各関連付けに 3つのリンクを持つテーブルが生成されま
す。

■ 詳細
■ ソースオブジェクト (オブジェクト型が表示される)
■ ターゲットオブジェクト (オブジェクト型が表示される)

ソースオブジェクト列およびターゲットオブジェクト列では、関連付けを表示して
いるオブジェクトの型が太字で表示されます。

「監査証跡」タブには、「詳細」リンクを含む表は表示されません。代わりに、こ
のタブには次の情報を示す表が表示されます。

■ イベントタイプ
■ イベントの日時
■ イベントを発生させたユーザーの名前

大部分のオブジェクトでは、「詳細」領域に次のフィールドが表示されます。

■ 「一意の識別子」。すべてのオブジェクトで、「一意の識別子」はアクティブな
リンクです。このリンクをクリックすると、ブラウザのウィンドウにそのオブ
ジェクトのXMLが表示されます。レジストリオブジェクトはすべてXML形式で
保存されています。

■ 「論理一意識別子」。「論理一意識別子」は、通常、「一意の識別子」と同じで
す。バージョン管理を有効にした場合、「論理一意識別子」はオブジェクトのす
べてのバージョンで同じですが、新しいバージョンの「一意の識別子」にはバー
ジョン番号を示すサフィックスが付きます。

■ 「名前」。
■ 説明
■ 「状態」(通常は、オブジェクトがレジストリに発行されたことを示す「送付され
ました」)。

■ 「バージョン」。
■ 「バージョンコメント」。

多くのオブジェクトで、ほとんどのフィールドが説明を必要としません
(Organizationの住所など)。一部のオブジェクトには、説明を必要とするフィールド
があります。これらのフィールドについて次に説明します。

■ 41ページの「Associationの詳細の表示」
■ 41ページの「Classification Schemeの詳細の表示」
■ 42ページの「付帯オブジェクトの詳細の表示」
■ 42ページの「外部リンクの詳細の表示」

オブジェクトの詳細の表示
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Associationの詳細の表示
Associationオブジェクトの「詳細」領域には、次のフィールドが追加表示されま
す。

■ 「ソースオブジェクト」と「ターゲットオブジェクト」。関連のソースオブ
ジェクトとターゲットオブジェクトの両方について、パネルに名前とオブジェク
ト型が表示されます。「ソースの所有者により確認済み」チェックボックスは、
関連がソースオブジェクトの所有者によって確認または承認されたかどうかを示
します。「ターゲットの所有者により確認済み」チェックボックスは、関連が
ターゲットオブジェクトの所有者によって確認または承認されたかどうかを示し
ます。区域内の関連の場合、これらのチェックボックスは常に選択されていま
す。

■ 「Associationタイプ」。コンボボックスに選択された Associationのタイプが表
示されます。

■ 「区域外」。このチェックボックスは、2つの関連するオブジェクトのうち少な
くとも 1つが Associationを作成した User以外の Userによって所有される場合に
選択されます。それ以外の場合、Associationは区域内として定義されます。

Classification Schemeの詳細の表示
ClassificationSchemeオブジェクトの「詳細」領域には、次のフィールドが追加表示
されます。

■ 「外部Classification Scheme」チェックボックス。このチェックボックスは、
Classification Schemeがレジストリの外部で定義され、Conceptを持たない場合に
選択されます。内部Classification Schemeの場合は、Conceptの階層がレジストリ
の内部で定義されています。

■ 「値タイプ」コンボボックス。次の選択項目があります。

■ 「一意」。この値は、分類基準の各ノードに一意のコードが割り当てられるこ
とを示します。これは、Service RegistryでClassification Schemeを作成した場合
のデフォルト値です。

■ 「組み込まれたパス」。この値は、分類基準の各ノードに割り当てられた一意
のコードにノードのパスもエンコードされることを示します。

■ 「一意でない」。ノードが一意でなく、ノードの識別に ClassificationScheme

から該当するノードまでの完全なパスを使用する必要がある場合があります。
たとえば、地理的な分類では、MoscowがRussiaの下とUSAの下の両方に存在
する可能性があります。これは、米国の 5つの州にMoscowという名前の都市
があるためです。

オブジェクトの詳細の表示
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付帯オブジェクトの詳細の表示
ExtrinsicObjectオブジェクトの「詳細」領域には、次のフィールドが追加表示され
ます。

■ 「コンテンツのバージョン」と「コンテンツのバージョンコメント」の 2つの列
が追加されます。「詳細」領域には、付帯オブジェクトに関連付けられたリポジ
トリ項目のバージョンと省略可能なコメントが表示されます。

■ 「MIMEType」。このフィールドには、付帯オブジェクトのMIMEタイプが表示
されます。

■ 「不透明 ?」チェックボックス。このチェックボックスは、暗号化されているな
どの理由により、レジストリがリポジトリ項目の内容を読み取ることができない
場合に選択されます。

■ 「オブジェクト型」。このフィールドには、ObjectType/ExtrinsicObjectツリー内
の下位Conceptが表示されます。

■ 「コンテンツを表示」。「リポジトリ項目の内容を表示」リンクをクリックする
と、ブラウザのウィンドウにそのリポジトリ項目が表示されます。

外部リンクの詳細の表示
ExternalLinkオブジェクトの「詳細」領域には、次のフィールドが追加表示されま
す。

■ 「オブジェクト型」。このフィールドには、ExternalLinkオブジェクト型または
ObjectType/ExtrinsicObjectツリー内の下位Conceptが表示されます。

■ 「オブジェクト型のConceptを選択」ボタン。このボタンをクリックして、外部
URIのコンテンツを表すObjectType/ExtrinsicObjectツリー内の下位Conceptを選択
します。

■ 「外部URI」フィールドのしたの「コンテンツを表示」リンク。このリンクをク
リックすると、ブラウザのウィンドウにURIのコンテンツが表示されます。

「探索」タブの使用
「探索」タブを使用すると、ファイルフォルダの階層のメタファーを使用してレジ
ストリとリポジトリのコンテンツを検索できます。registryという名前のルート
フォルダにすべてのレジストリコンテンツが含まれます。

▼ 「探索」タブを使用する
「探索」リンクをクリックします。1

「探索」タブの使用
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registryという名前のフォルダをクリックします。このフォルダには、2つのサブ
フォルダがあります。すべてのユーザーコンテンツが置かれているフォルダである
userDataと ClassificationSchemesです。

リンクをクリックすると、該当する型のレジストリオブジェクトが表示されます。
フォルダをクリックするかノードを展開すると、次のレベルのオブジェクト型が表
示されます。

▼ Classification Schemeを探索する
ClassificationSchemesフォルダをクリックし、メニュー領域にClassificationSchemesの
ツリー階層を開きます。

任意のリンクをクリックすると、そのClassification Schemeが「レジストリオブ
ジェクト」領域に表示されます。

Classification Schemeフォルダをクリックすると、その下にあるConceptが表示されま
す。

Conceptアイコンがフォルダである場合、下位Conceptが存在します。アイコンをク
リックしてこれらを展開できます。Concept iconsがファイルである場合、下位
Conceptは存在しません。

Classification schemeフォルダがファイルアイコンである場合、Classification Schemeに
は「探索」領域で表示可能なConceptはありません。

Conceptリンクをクリックすると、そのConceptが「レジストリオブジェクト」領域
に表示されます。

▼ userDataフォルダを探索する
userDataノードを展開します。

RegistryObjectノードを展開します。すべてのレジストリオブジェクトを表示する場
合以外は、このリンクをクリックしないでください。

フォルダをクリックすると、該当する型のレジストリオブジェクトが表示されま
す。ノードを展開すると、次のレベルのオブジェクト型が表示されます。

2
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レジストリオブジェクトの発行と管理

「新規レジストリオブジェクトを作成」メニュー項目を選択すると、オブジェクト
を作成してレジストリに発行できます。この章では、以下のタスクについて説明し
ます。

■ 45ページの「オブジェクトの発行」
■ 56ページの「オブジェクトへの分類の追加」
■ 56ページの「オブジェクトへの外部識別子の追加」
■ 57ページの「オブジェクトへの外部リンクの追加」
■ 58ページの「スロットによるオブジェクトへのカスタム情報の追加」
■ 59ページの「住所の Organizationまたは Userへの追加」
■ 60ページの「Organizationまたは Userへの電話番号の追加」
■ 60ページの「電子メールアドレスの Organizationまたは Userへの追加」
■ 61ページの「Organizationへの Userの追加」
■ 62ページの「Organizationへの子組織の追加」
■ 62ページの「Serviceへのサービスバインディングの追加」
■ 63ページの「サービスバインディングへの仕様リンクの追加」
■ 64ページの「子ConceptのClassification SchemeまたはConceptへの追加」
■ 65ページの「レジストリパッケージへのオブジェクトの追加」
■ 66ページの「オブジェクトの状態の変更」
■ 67ページの「オブジェクトの削除」
■ 67ページの「オブジェクト間の関係の作成」

オブジェクトの発行
オブジェクトをレジストリに発行するには、次の 3つの手順が必要です。

1. オブジェクトを作成します。
2. 詳細やその他のオブジェクトを追加します。これらはメモリーに保存されます
が、レジストリには発行されません。

3. オブジェクトをレジストリに発行します。

3第 3 章
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オブジェクトをレジストリに発行できるのは、ユーザーアカウントの作成とログイ
ンが完了している場合です。ユーザーアカウントの作成を行うには、18ページ
の「ユーザーアカウントの作成」の手順に従います。

最初のタスクでは、新規オブジェクトを作成する手順について説明します。後続の
各セクションでは、特定の種類のオブジェクトを発行するための追加手順について
説明します。

表 2–2に表示されているすべてのオブジェクトを作成および発行できます。ただ
し、以下の例外があります。

■ Association。Associationオブジェクトの作成について詳しくは、67ページ
の「オブジェクト間の関係の作成」を参照してください。

■ Classification。Classificationは常に合成オブジェクトとして作成します。詳細に
ついては 56ページの「オブジェクトへの分類の追加」を参照してください。

■ Notification。Notificationは、特定のイベントが発生したときに、レジストリに
よってSubscription オブジェクトで指定されたとおりに作成されます。

■ ServiceBinding。ServiceBindingは常に Service内の合成オブジェクトとして作成
します。詳細については 62ページの「Serviceへのサービスバインディングの追
加」を参照してください。

■ SpecificationLink。SpecificationLinkは常に ServiceBinding内の合成オブ
ジェクトとして作成します。詳細については 63ページの「サービスバイン
ディングへの仕様リンクの追加」を参照してください。

■ Subscription。Subscriptionの作成は、現在は管理タスクです。

ここでは、次の作業について説明します。

■ 47ページの「新しいレジストリオブジェクトを作成して発行する」
■ 48ページの「AdhocQueryオブジェクトを作成および発行する」
■ 48ページの「ClassificationNodeオブジェクトを作成および発行する」
■ 49ページの「ClassificationSchemeオブジェクトを作成および発行する」
■ 49ページの「ExternalLinkオブジェクトを作成および発行する」
■ 50ページの「ExtrinsicObjectオブジェクトを作成および発行する」
■ 52ページの「Federationオブジェクトを作成および発行する」
■ 53ページの「Organizationオブジェクトを作成および発行する」
■ 53ページの「Personまたは Userオブジェクトを作成および発行する」
■ 54ページの「Registryオブジェクトを作成および発行する」
■ 55ページの「RegistryPackageオブジェクトを作成および発行する」
■ 55ページの「Serviceオブジェクトを作成および発行する」
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▼ 新しいレジストリオブジェクトを作成して発行す
る

左メニュー領域の「タスク」タブで、「新規レジストリオブジェクトを作成」をク
リックします。

「レジストリオブジェクト」領域で、コンボボックスからオブジェクト型を選択
し、「追加」をクリックします。

「詳細」領域に、オブジェクトの「詳細」フォームが表示されます。

「名前」フィールドに名前を入力します。

(省略可能)「説明」フィールドに説明を入力します。

(省略可能)「バージョンコメント」フィールドにコメントを入力します。

(省略可能)割り当てられた「一意の識別子」と「論理一意識別子」を自分で選んだ識
別子に置き換えます。

識別子は、有効なURNであり、レジストリのインストール内部で一意である必要が
あります。

オブジェクト型固有のフィールドにデータを入力します。

「保存」をクリックして、オブジェクトをメモリーに保存します。

注 –別のタブに移動する前に、タブ領域でオブジェクトに加えた変更内容を必ず保存
してください。保存しないと、変更内容は失われます。

(省略可能)「詳細」フォームのタブを使用して、合成オブジェクトを追加および保存
します。

「適用」をクリックして、オブジェクトをレジストリに発行します。

正常に適用されたかどうかを示す状態メッセージが表示されます。

オブジェクトを発行する前またはあとで、ほかの合成オブジェクトを追加すること
によってオブジェクトを編集できます。表 2–4は、追加できるオブジェクトを示し
ています。これらのオブジェクトの追加方法についてはあとで説明します。
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▼ AdhocQueryオブジェクトを作成および発行する
AdhocQueryオブジェクトは、クエリー構文に表示されるAd hocクエリーを表しま
す。AdhocQuery オブジェクトを使用してレジストリオブジェクトを検出します。
AdhocQuery オブジェクトの目的は、リレーショナルデータベースのストアドプロ
シージャーと似ています。たとえば、検索パネル内の定義済みクエリーはすべて
AdhocQueryオブジェクトです。

47ページの「新しいレジストリオブジェクトを作成して発行する」のステップ 1–6
を実行します。ステップ 2でAdhocQueryを選択します。

(省略可能)「クエリータイプ」コンボボックスからクエリータイプを選択します。
デフォルトは SQLクエリーです。ほかにサポートされているクエリータイプは
XQueryと ebXMLフィルタクエリーです。

「クエリー文字列」フィールドにクエリーのテキストを入力します。

SQLクエリーの場合、通常は単一引用符で囲む項目を、単一引用符のペアで囲みま
す。このような項目として、一般にサブクエリーに含まれるパラメータプレースホ
ルダーやリテラルがあります。たとえば、サブクエリー内のパラメータプレースホ
ルダーは、次のように指定します。
(SELECT id FROM ClassificationNode WHERE path LIKE ’’$objectTypePath’’)

リテラルとパラメータプレースホルダーの両方を指定する場合は、次のようにしま
す。

... AND (ro.id = s.parent AND s.name_ =

’’urn:oasis:names:tc:ebxml-regrep:profile:ws:wsdl:nameSpacesUsed’’

AND s.value LIKE ’’$nameSpacePattern’’)

47ページの「新しいレジストリオブジェクトを作成して発行する」のステップ 8–10
を実行します。

▼ ClassificationNodeオブジェクトを作成および発
行する
ClassificationNodeオブジェクトは、内部Classification Schemeのほかの要素と構造
関係を持つ分類要素を表します。ClassificationNodeオブジェクトを作成して
Classification Schemeに追加することもできますが、ClassificationScheme詳細パネル
の「Concept」タブを使用してConceptを作成する方が簡単です。

47ページの「新しいレジストリオブジェクトを作成して発行する」のステップ 1–6
を実行します。ステップ 2でClassificationNodeを選択します。
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「値」フィールドに ClassificationNodeオブジェクトの値を入力します。

「Classification Scheme」、「親 ID」、「パス」の各フィールドはグレー表示されて
います。

47ページの「新しいレジストリオブジェクトを作成して発行する」のステップ 8–10
を実行します。

▼ ClassificationSchemeオブジェクトを作成および
発行する
ClassificationSchemeオブジェクトはオブジェクトの分類に使用する分類法を表しま
す。内部 ClassificationSchemeでは、すべての分類要素はレジストリで Conceptイ
ンスタンスとして定義されます。外部 ClassificationSchemeでは、値はレジストリ
で Conceptインスタンスとして定義されず、String表現として参照されます。

47ページの「新しいレジストリオブジェクトを作成して発行する」のステップ 1–6
を実行します。ステップ 2でClassificationSchemeを選択します。

「外部Classification Scheme」チェックボックスが選択されていて、schemeにConcept
がないことを示しています。Classification schemeにConceptを追加すると、チェック
ボックスは選択解除になります。

「値タイプ」コンボボックスから値を選択します。

■ 「Unique」。分類基準の各ノードに一意のコードが割り当てられることを示しま
す。

■ 「Embedded Path」。分類基準の各ノードに割り当てられた一意のコードにノード
のパスもエンコードされることを示します。

■ 「Non-Unique」。ノードが一意でなく、ノードの識別に ClassificationSchemeか
ら該当するノードまでの完全なパスを使用する必要がある場合があります。

デフォルトはUniqueです。

47ページの「新しいレジストリオブジェクトを作成して発行する」のステップ 8–10
を実行します。

▼ ExternalLinkオブジェクトを作成および発行する
ExternalLinkオブジェクトはレジストリ外部にあるコンテンツのURIを提供しま
す。
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47ページの「新しいレジストリオブジェクトを作成して発行する」のステップ 1–6
を実行します。ステップ 2で ExternalLinkを選択します。
「オブジェクト型」フィールドには値 ExternalLinkが含まれます。

(省略可能)「オブジェクト型のConceptを選択」ボタンをクリックして、URIに
よって参照されるデータのオブジェクト型を選択します。
「Extrinsic Object Classification Node Selector」ウィンドウで ExtrinsicObject型の適切
なConceptが表示されるまでノードを展開します。「了解」をクリックすると、「オ
ブジェクト型」ウィンドウに選択した型が表示されます。

「外部URI」フィールドに外部リンクのURIを入力します。

47ページの「新しいレジストリオブジェクトを作成して発行する」のステップ 8–10
を実行します。

注 – ExternalLinkオブジェクトを保存しようとしてエラーが発生した場合、管理タス
クを実行する必要があることを示します。詳細については 72ページ
の「ExternalLinkや ServiceBindingを作成できない」を参照してください。

▼ ExtrinsicObjectオブジェクトを作成および発行
する
ExtrinsicObjectは、コンテンツの型が本質的にレジストリにとって既知ではないた
めに、MIMEタイプなどの追加属性によって記述する必要のある場合、この型を記
述するメタデータを提供します。

ExtrinsicObjectを使用してさまざまな種類のファイルを発行します。多くの場合、
これらはWSDLファイルなどのWebサービスの成果物です。

ebXML Registry Profile for Web Servicesは、Webサービスの成果物の発行、管理、統
制、検出、再使用に関する ebXMLレジストリプロファイルを定義するOASIS標準で
す。デフォルトでは、Service Registryにこのプロファイルが実装されています。すな
わち、WSDLファイルをExtrinsicObjectオブジェクトとしてレジストリに発行する
場合、レジストリは文書に対して何らかの標準メタデータを作成し、これに
よって、文書で定義されたWebサービスを作成します。この機能はWSDLカタログ
と呼ばれます。

相互にまたはほかのファイル (XSDファイルなど)と依存関係を持つ1つまたは複数の
WSDLファイルを発行するには、すべてのファイルを含む zipファイルを作成しま
す。

管理者はWSDLカタログ機能を無効化できます。詳細については『Service
Registry 3.1管理ガイド』の「WSDL Catalogerの無効化」を参照してください。
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47ページの「新しいレジストリオブジェクトを作成して発行する」のステップ 1–6
を実行します。ステップ 2で ExtrinsicObjectまたはサブタイプの 1つを選択します。

たとえば、1つまたは複数のWSDLファイルを発行する場合は、WSDLを選択しま
す。

(省略可能)「MimeType」フィールドにMIMEタイプを入力しま
す。http://www.iana.org/assignments/media-typesに表示されているタイプを入力
する必要があります。

スタンドアロンWSDLファイル (XMLを含むテキストファイル)をアップロードする
場合、MIMEタイプを text/xmlに設定します。

複数のWSDL (およびオプションでXSD)ファイルを含む zipファイルをアップロード
する場合、MIMEタイプを application/zipに設定します。

(省略可能)オブジェクトのコンテンツをレジストリで読み取ることができない場合、
「不透過」チェックボックスを選択します (暗号化されている場合など)。

ExtrinsicObjectよりも特殊なオブジェクト型を選択する必要がある場合は、「オブ
ジェクト型のConceptを選択」ボタンをクリックします。

「Extrinsic Object Classification Node Selector」ウィンドウで ExtrinsicObject型の適切
なConceptが表示されるまでノードを展開します。「了解」をクリックすると、「オ
ブジェクト型」ウィンドウに選択した型が表示されます。

「リポジトリ項目ファイルを選択」ボタンをクリックして、ExtrinsicObjectのリポジ
トリ項目を検索します。

a. 「ファイルのアップロード」ウィンドウで、テキストフィールドにファイルパス
を入力するか「ブラウズ」をクリックします。

b. 「ブラウズ」をクリックした場合、ファイル選択ウィンドウを使用してファイル
に移動して、「開く」をクリックします。

c. 「ファイルのアップロード」ウィンドウで「ファイルのアップロード」をク
リックします。

d. 「了解」をクリックします。

「詳細」パネルに以下の追加項目が表示されます。

■ 「コンテンツのバージョン」フィールド (グレー表示)
■ 「コンテンツのバージョンコメント」フィールド (入力可能)
■ 「リポジトリ項目を削除」ボタン
■ 「リポジトリ項目の内容を表示」リンク
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47ページの「新しいレジストリオブジェクトを作成して発行する」のステップ 8–10
を実行します。

WSDLファイルを参照する ExtrinsicObjectオブジェクトを作成後、WSDL検出クエ
リーを使用して検索できます。また、基本クエリーを使用してWSDLタイプの
ExtrinsicObjectオブジェクト、Serviceオブジェクト、ServiceBindingオブジェク
トを検索すると、レジストリでWSDLファイルの要素によって指定されたすべての
オブジェクトが作成されていることを確認できます。

■ service要素については、Serviceオブジェクトが作成されます。service要素の
port下位要素については、ServiceBindingオブジェクトが作成されます。

■ portType要素については、PortTypeオブジェクト (WSDL ExtrinsicObjectのサブ
タイプ)が作成されます。

■ binding要素については、Bindingオブジェクト (WSDL ExtrinsicObjectのサブタ
イプ)が作成されます。

▼ Federationオブジェクトを作成および発行する
Federationはレジストリの関連グループを表します。属性は基本 RegistryObject属
性のみです。Federationオブジェクトを作成するには、管理者であることが必要で
す。

47ページの「新しいレジストリオブジェクトを作成して発行する」のステップ 1–6
を実行します。ステップ 2で Federationを選択します。

47ページの「新しいレジストリオブジェクトを作成して発行する」のステップ 8–10
を実行します。

67ページの「オブジェクト間の関係の作成」のステップに従って、関連レジストリ
を連携に追加します。以下のステップを実行します。

a. 連携を検索し、「選択」チェックボックスを選択して、「ブックマーク」をク
リックします。

b. レジストリを検索し、「選択」チェックボックスを選択して、「関連付け」をク
リックします。

c. 「関係を作成」領域で、ソースオブジェクトとして連携を選択します。レジスト
リがターゲットオブジェクトになります。

d. AssociationTypeをHasFederationMemberに設定します。

6

次の手順

1

2

3

オブジェクトの発行

Service Registry 3.1ユーザーズガイド (2006Q4) • 2007年 2月52



▼ Organizationオブジェクトを作成および発行する
Organizationオブジェクトは組織についての情報を提供します。1つの親組織、およ
び 1つまたは複数の子組織を持つことができます。主担当者として常に Userオブ
ジェクトがあり、組織と 1つまたは複数の Serviceオブジェクト間の関連付けを作成
することで、サービスを提供できます。

47ページの「新しいレジストリオブジェクトを作成して発行する」のステップ 1–6
を実行します。ステップ 2でOrganizationを選択します。

(省略可能)「住所」フィールドに値を入力します。

47ページの「新しいレジストリオブジェクトを作成して発行する」のステップ 8–10
を実行します。
Organizationオブジェクトへの合成オブジェクトの追加の詳細については、以下の
セクションを参照してください。

■ 59ページの「住所の Organizationまたは Userへの追加」
■ 60ページの「Organizationまたは Userへの電話番号の追加」
■ 60ページの「電子メールアドレスの Organizationまたは Userへの追加」
■ 61ページの「Organizationへの Userの追加」
■ 62ページの「Organizationへの子組織の追加」

Serviceを Organizationに追加するには、67ページの「オブジェクト間の関係の作
成」のステップに従います。以下のステップを実行します。

a. 組織を検索し、「選択」チェックボックスを選択して、「ブックマーク」をク
リックします。

b. サービスを検索し、「選択」チェックボックスを選択して、「関連付け」をク
リックします。

c. 「関係を作成」領域で、ソースオブジェクトとして組織を選択します。サービス
がターゲットオブジェクトになります。

d. AssociationTypeをOffersServiceに設定します。

▼ Personまたは Userオブジェクトを作成および発
行する
Personまたは Userオブジェクトは、レジストリ内の個人および登録ユーザーについ
ての情報を提供します。どちらのオブジェクトも同じ属性を持ちます。Userオブ
ジェクトは主担当者として Organizationオブジェクトと関連します。 Userオブ
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ジェクトは、AuditableEvent を生成する要求を送信した要求者を識別するために、
AuditableEventオブジェクトでも使用されます。

Userオブジェクトは、ユーザー登録ウィザードを使用して作成することを推奨しま
す。レジストリに自分自身でアクセスしない個人のメタデータを作成するたびに、
Webコンソールを使用して Personオブジェクトを作成します。

1人の個人に対して複数の住所、電子メールアドレス、電話番号を作成できるように
するには、Userオブジェクトを作成します。Webコンソールでは、住所、電子メー
ルアドレス、電話番号を、Personオブジェクトではなく、Userオブジェクトの合成
オブジェクトとして追加できます。

47ページの「新しいレジストリオブジェクトを作成して発行する」のステップ 1–6
を実行します。ステップ 2でPersonまたはUserを選択します。

「個人の名前」フィールドに値を入力します。

これらのうち少なくとも 1つのフィールドに値を指定します。

「名前」フィールドは使用しないでください。Webコンソールは Personまたは User

の「名前」フィールドに入力した値はすべて無視します。

以下のセクションに記述されている合成オブジェクトを追加します。

■ 59ページの「住所の Organizationまたは Userへの追加」
■ 60ページの「Organizationまたは Userへの電話番号の追加」
■ 60ページの「電子メールアドレスの Organizationまたは Userへの追加」

47ページの「新しいレジストリオブジェクトを作成して発行する」のステップ 8–10
を実行します。

▼ Registryオブジェクトを作成および発行する
Registryオブジェクトはレジストリを表します。属性は基本 RegistryObject属性の
みです。Registryオブジェクトを作成するには、管理者であることが必要です。

47ページの「新しいレジストリオブジェクトを作成して発行する」のステップ 1–6
を実行します。ステップ 2でRegistryを選択します。

47ページの「新しいレジストリオブジェクトを作成して発行する」のステップ 8–10
を実行します。

レジストリを連携に追加する方法については、52ページの「Federationオブジェク
トを作成および発行する」を参照してください。
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▼ RegistryPackageオブジェクトを作成および発行
する
RegistryPackageオブジェクトは、任意の数のレジストリオブジェクトの論理グルー
プ化を表します。

47ページの「新しいレジストリオブジェクトを作成して発行する」のステップ 1–6
を実行します。ステップ 2でRegistryPackageを選択します。

47ページの「新しいレジストリオブジェクトを作成して発行する」のステップ 8–10
を実行します。

オブジェクトをパッケージに追加するには、65ページの「レジストリパッケージへ
のオブジェクトの追加」の手順に従います。

▼ Serviceオブジェクトを作成および発行する
Serviceオブジェクトはサービスに関する情報を提供します。サービスへのアクセス
方法に関する技術情報を表す、1つまたは複数のServiceBindingオブジェクトを含め
ることができます。

Serviceオブジェクトを発行する最も一般的な方法は、コンテンツが 1つまたは複数
のWSDLファイルで構成される ExtrinsicObjectオブジェクトを発行することです。
詳細については 50ページの「ExtrinsicObjectオブジェクトを作成および発行する」
を参照してください。

47ページの「新しいレジストリオブジェクトを作成して発行する」のステップ 1–6
を実行します。ステップ 2で Serviceを選択します。

47ページの「新しいレジストリオブジェクトを作成して発行する」のステップ 8–10
を実行します。

ServiceBindingオブジェクトをサービスに追加するには、62ページの「Serviceへの
サービスバインディングの追加」の手順に従います。

SpecificationLinkオブジェクトを ServiceBindingに追加するには、63ページ
の「サービスバインディングへの仕様リンクの追加」の手順に従います。
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オブジェクトへの分類の追加
分類を作成するには、内部Classification Schemeを使用します。内部Classification
Schemeには、レジストリにとって既知の値を持つConceptのセットが含まれます。

▼ 分類を追加する
分類をオブジェクトに追加するには、適切なClassification Schemeを検索し、その
Classification Scheme内のConceptを選択します。

オブジェクトの「詳細」領域で「Classification」ボタンをクリックします。
「Classification」表が表示されます。ただし、空の場合もあります。

「追加」をクリックします。

詳細パネルウィンドウが開きます。

分類の名前と、必要に応じて説明を入力します。

「Classification SchemeまたはConceptを選択」ボタンをクリックします。
「ClassificationSchemeまたはNodeの選択」ウィンドウが開きます。

ClassificationSchemesノードを展開し、Conceptノードを展開して、使用する葉ノード
を選択します。

「了解」をクリックして、「ClassificationSchemeまたはNodeの選択」ウィンドウを
閉じます。

選択したClassification Scheme、Concept、および値が詳細パネルウィンドウに表示さ
れます。

「保存」をクリックして新規オブジェクトを保存し、詳細パネルウィンドウを閉じ
ます。

オブジェクトの「詳細」領域で、「適用」をクリックします。

オブジェクトへの外部識別子の追加
外部識別子を作成するには、外部Classification Schemeを使用します。外部
Classification SchemeにはConceptが存在しないため、その値はレジストリにとって既
知ではありません。
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▼ 外部識別子を追加する
外部識別子をオブジェクトに追加するには、適切なClassification Schemeを検索し、
値を指定します。

オブジェクトの「詳細」領域で、「外部識別子」タブをクリックします。

「外部識別子」表が表示されます。ただし、空の場合もあります。

「追加」をクリックします。

詳細パネルウィンドウが開きます。

外部識別子の名前と、必要に応じて説明を入力します。

「ClassificationSchemeを選択」ボタンをクリックします。

ClassificationScheme/Conceptの選択ウィンドウが開きます。

ClassificationSchemesノードを展開し、Conceptが存在しないClassification Schemeを選
択します。

「了解」をクリックして、ClassificationScheme/Conceptの選択ウィンドウを閉じま
す。

選択したClassification Schemeが詳細パネルウィンドウに表示されます。

「値」フィールドに値を入力します。

「保存」をクリックして新規オブジェクトを保存し、詳細パネルウィンドウを閉じ
ます。

オブジェクトの「詳細」領域で、「適用」をクリックします。

オブジェクトへの外部リンクの追加
外部リンクは、URIをレジストリオブジェクトに関連付けるために使用されます。

▼ 外部リンクを追加する

オブジェクトの「詳細」領域で、「外部リンク」タブをクリックします。

「外部リンク」表が表示されます。ただし、空の場合もあります。
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「追加」をクリックします。

詳細パネルウィンドウが開きます。

外部リンクの名前を入力します。

「外部URI」フィールドに外部リンクのURLを入力します。

(省略可能) URLが指し示すコンテンツのタイプを指定する場合は、「オブジェクト型
のConceptを選択」ボタンをクリックします。
ClassificationSchemesノードを展開し、ObjectTypeノード、RegistryObjectノード、お
よびExtrinsicObjectノードを展開して、コンテンツタイプを選択します。Conceptを
選択し、「了解」をクリックします。適切なタイプが見つからない場合は、「取消
し」をクリックします。必要な場合は、ExtrinsicObjectの新しいConceptを作成でき
ます。

「保存」をクリックして新規オブジェクトを保存し、詳細パネルウィンドウを閉じ
ます。

オブジェクトの「詳細」領域で、「適用」をクリックします。

スロットによるオブジェクトへのカスタム情報の追加
スロットには、ほかの手段ではレジストリに保存されない追加情報が格納されま
す。スロットは、オブジェクトに任意の属性を追加する手段になります。

▼ スロットを追加する
オブジェクトの「詳細」領域で、「スロット」タブをクリックします。

「スロット」表が表示されます。ただし、空の場合もあります。

「追加」をクリックします。

詳細パネルウィンドウが開きます。

スロットの名前を入力します。

名前は通常、人間が読みやすいURNです。

(省略可能)「スロットタイプ」フィールドに値を入力します。このフィールドを使用
して、スロットのデータ型を指定したり、複数のスロットをグループ化したりでき
ます。

型は通常、DataType Classification SchemeのConceptの一意な ID値です。
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「値」フィールドに値を入力します。

「保存」をクリックして新規オブジェクトを保存し、詳細パネルウィンドウを閉じ
ます。

オブジェクトの「詳細」領域で、「適用」をクリックします。

住所の Organizationまたは Userへの追加
Organizationまたは Userオブジェクトは、1つまたは複数の住所を持つことができ
ます。

▼ 住所を追加する
Organizationまたは Userの「詳細」領域で、「住所」タブをクリックします。

「住所」表が表示されます。ただし、空の場合もあります。

「追加」をクリックします。

詳細パネルウィンドウが開きます。

フィールドに値を入力します。これらのフィールドはすべて省略可能です。

■ 「番地」
■ 「町」
■ 「市」
■ 「州または都道府県」
■ 「国」
■ 「郵便番号」

「保存」をクリックして新規オブジェクトを保存し、詳細パネルウィンドウを閉じ
ます。

オブジェクトの「詳細」領域で、「適用」をクリックします。
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Organizationまたは Userへの電話番号の追加
Organizationまたは Userは、1つまたは複数の電話番号を持つことができます。

▼ 電話番号を追加する

Organizationまたは Userの「詳細」領域で、「電話番号」タブをクリックします。

「電話番号」表が表示されます。ただし、空の場合もあります。

「追加」をクリックします。

詳細パネルウィンドウが開きます。

「タイプ」コンボボックスから値を選択します。

次の値から選択できます。

■ 「ポケットベル」
■ 「FAX」
■ 「自宅電話」
■ 「携帯電話」
■ 「会社電話」

フィールドに値を入力します。これらのフィールドはすべて省略可能です。

■ 「国番号」
■ 「市外局番」
■ 「電話番号」
■ 「内線」

「保存」をクリックして新規オブジェクトを保存し、詳細パネルウィンドウを閉じ
ます。

オブジェクトの「詳細」領域で、「適用」をクリックします。

電子メールアドレスの Organizationまたは Userへの追加
Organizationまたは Userは、1つまたは複数の電子メールアドレスを持つことがで
きます。
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▼ 電子メールアドレスを追加する
Organizationまたは Userの「詳細」領域で、「電子メールアドレス」タブをク
リックします。
「電子メールアドレス」表が表示されます。ただし、空の場合もあります。

「追加」をクリックします。
詳細パネルウィンドウが開きます。

「タイプ」コンボボックスから値を選択します。「自宅電子メール」または「会社
電子メール」のいずれかです。

「電子メールアドレス」フィールドに値を入力します。

「保存」をクリックして新規オブジェクトを保存し、詳細パネルウィンドウを閉じ
ます。

オブジェクトの「詳細」領域で、「適用」をクリックします。

Organizationへの Userの追加
Organizationオブジェクトは 1つまたは複数のユーザーを持つことができます。ユー
ザーの 1人は主担当者になります。通常、主担当者はそのOrganizationを作成した
ユーザーです。ユーザーをさらに作成して追加することもできます。

▼ Userを追加する
Organizationの「詳細」領域で、「ユーザー」タブをクリックします。
「ユーザー」表が表示されます。

「追加」をクリックします。
詳細パネルウィンドウが開きます。

(省略可能)「説明」フィールドにユーザーの説明を入力します。

「名」、「ミドルネーム」、および「姓」フィールドに、ユーザーの名、ミドル
ネーム、および姓を入力します。これらのうち少なくとも 1つのフィールドに値を
指定します。
「名前」フィールドではなくこれらのフィールドを使用します。Webコンソールは
Personまたは Userの「名前」フィールドに入力した値はすべて無視します。
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「保存」をクリックして新規オブジェクトを保存し、詳細パネルウィンドウを閉じ
ます。

オブジェクトの「詳細」領域で、「適用」をクリックします。

Organizationへの子組織の追加
Organizationは、1つまたは複数の子組織を持つことができます。Organizationに子
組織を追加するには、次の手順を実行します。

▼ 子組織を追加する
Organizationの「詳細」領域で、「組織」タブをクリックします。

「Organization」表が表示されます。

「追加」をクリックします。

詳細パネルウィンドウが開きます。

「名前」フィールドに新しい組織の名前を入力します。

(省略可能)「説明」フィールドに説明を入力します。

(省略可能)住所フィールドに値を入力します。

「保存」をクリックして新規オブジェクトを保存し、詳細パネルウィンドウを閉じ
ます。

オブジェクトの「詳細」領域で、「適用」をクリックします。

Serviceへのサービスバインディングの追加
Serviceは、通常、1つまたは複数のサービスバインディングを持っています。

▼ サービスバインディングを追加する
Serviceの「詳細」領域で、「サービスバインディング」タブをクリックします。

「サービスバインディング」表が表示されます。
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「追加」をクリックします。

詳細パネルウィンドウが開きます。

「名前」フィールドにサービスバインディングの名前を入力します。

(省略可能)「説明」フィールドにサービスバインディングの説明を入力します。

「アクセスURL」フィールドにサービスバインディングのURLを入力します。

(省略可能)「ターゲットバインディング」フィールドに、この ServiceBindingが参照
する別の ServiceBindingオブジェクトの一意の識別子を入力します。

「保存」をクリックして新規オブジェクトを保存し、詳細パネルウィンドウを閉じ
ます。

オブジェクトの「詳細」領域で、「適用」をクリックします。

サービスバインディングへの仕様リンクの追加
ServiceBindingは、通常、1つの SpecificationLinkオブジェクトを持っています。

▼ 仕様リンクを追加する

ServiceBindingの「詳細」領域で、「仕様リンク」タブをクリックします。

「仕様リンク」表が表示されます。

「追加」をクリックします。

詳細パネルウィンドウが開きます。

「名前」フィールドに SpecificationLinkの名前を入力します。

(省略可能)「説明」フィールドに SpecificationLinkの説明を入力します。

(省略可能) SpecificationLinkに使用法パラメータがある場合は、「使用法の説明」
フィールドにそのパラメータの使用法の説明を入力します。

(省略可能) SpecificationLinkに使用法パラメータがある場合は、「使用法パラメー
タ」フィールドに使用法パラメータを入力します。
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「仕様オブジェクト」フィールドに、親 ServiceBindingの技術仕様を表す
ExtrinsicObjectまたは ExternalLinkオブジェクトの一意な識別子を入力します (
WSDL文書など)。

「保存」をクリックして新規オブジェクトを保存し、詳細パネルウィンドウを閉じ
ます。

オブジェクトの「詳細」領域で、「適用」をクリックします。

子ConceptのClassification SchemeまたはConceptへの追
加

ClassificationSchemeは、通常、多数の子Conceptを持っています。また、それらの
子Conceptも子Conceptを持つことができます。

▼ 子Conceptを追加する
ClassificationSchemeの「詳細」領域で、「ChildConcepts」タブをクリックします。
「Concept」表が表示されます。

「追加」をクリックします。

詳細パネルウィンドウが開きます。

「名前」フィールドにConceptの名前を入力します。

(省略可能)「説明」フィールドにConceptの説明を入力します。

「値」フィールドにConceptの値を入力します。

「保存」をクリックして新規オブジェクトを保存し、詳細パネルウィンドウを閉じ
ます。

オブジェクトの「詳細」領域で、「適用」をクリックします。
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レジストリパッケージへのオブジェクトの追加
RegistryPackageは、ほかのレジストリオブジェクトを包含するオブジェクトです。
通常、RegistryPackageは論理的に関連するオブジェクトをグループ化するために使
用します。グループ化するオブジェクトの種類や所有者は異なってもかまいませ
ん。

RegistryPackageにオブジェクトを追加するには、各オブジェクトの一意の識別子を
指定します。一意の識別子を入力すると間違いやすいため、次の手順では、識別子
のコピーとペーストによってオブジェクトを追加する方法について説明します。

▼ レジストリパッケージにオブジェクトを追加する
47ページの「新しいレジストリオブジェクトを作成して発行する」で説明した手順
に従って、RegistryPackageオブジェクトを作成します。名前と、必要に応じて説明
を入力します。ただし、この時点ではオブジェクトを RegistryPackageに追加しない
でください。

「適用」をクリックして RegistryPackageを保存したら、38ページの「ブックマーク
機能を使用する」で説明した手順に従って、RegistryPackageをブックマークしま
す。

Webコンソールを使用して、RegistryPackageに追加するオブジェクトを検索しま
す。検索したオブジェクトをそれぞれブックマークします。

RegistryPackageに追加するオブジェクトの「詳細」リンクをクリックします。

オブジェクトの詳細パネルで、キーボード (Control-CまたはCopyキー)を使用して、
一意の識別子をコピーします。

「検索結果」領域で、RegistryPackageの「詳細」リンクをクリックします。

オブジェクトの「詳細」領域で、「メンバー」タブをクリックします。

「パッケージに追加」をクリックします。

「一意の識別子」フィールドで、キーボード (Control-VまたはPasteキー)を使用し
て、コピーした一意の識別子をペーストします。

「追加」をクリックします。
追加したオブジェクトが「レジストリオブジェクト」領域に表示されます。

「詳細」領域で「適用」をクリックして RegistryPackageを保存します。
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手順 4から 11までを繰り返して、RegistryPackageに各オブジェクトを追加します。

オブジェクトの状態の変更
オブジェクトの所有者である場合、または該当する操作を実行する権限がある場合
は、オブジェクトの発行、編集、および削除に加えて、次の操作を実行できます。

■ 承認
■ 非推奨
■ 非推奨解除

これらの機能は、本稼働環境でレジストリオブジェクトのバージョン管理ポリシー
を確立するのに役立ちます。たとえば、オブジェクトのあるバージョンを一般的な
用途のために承認し、古いバージョンは削除する前に非推奨にします。オブジェク
トを非推奨にしたあとで考えが変わった場合は、そのオブジェクトの非推奨を解除
できます。

作成したオブジェクトのデフォルトの状態が送信されます。

これらの操作はすべて「検索結果」領域またはオブジェクトの「詳細」領域で実行
します。

■ オブジェクトを承認するには、そのオブジェクトを選択して「承認」ボタンをク
リックします。承認の確認メッセージが表示され、監査証跡にイベントが追加さ
れます。

オブジェクトを承認するには、「状態の設定または変更」コンボボックスか
ら「承認」を選択して「状態の設定または変更」ボタンをクリックする方法もあ
ります。

■ オブジェクトを非推奨にするには、そのオブジェクトを選択して「非推奨」ボタ
ンをクリックします。非推奨の確認メッセージが表示されます。監査証跡にイベ
ントが追加されます。

オブジェクトを非推奨にするには、「状態の設定または変更」コンボボックスか
ら「非推奨」を選択して「状態の設定または変更」ボタンをクリックする方法も
あります。

■ オブジェクトの非推奨を解除するには、そのオブジェクトを選択して「非推奨解
除」ボタンをクリックします。非推奨解除の確認メッセージが表示され、監査証
跡にイベントが追加されます。

オブジェクトの非推奨を解除するには、「状態の設定または変更」コンボボック
スから「送付」を選択して「状態の設定または変更」ボタンをクリックする方法
もあります。これにより、オブジェクトがデフォルトの状態の「送付」に戻りま
す。

12

オブジェクトの状態の変更

Service Registry 3.1ユーザーズガイド (2006Q4) • 2007年 2月66



注 – ExtrinsicObjectオブジェクトのリポジトリ項目を削除すると、自動的に撤回状
態が設定されます。このステータスは手動では設定しないでください。

オブジェクトの削除
所有するオブジェクトをレジストリから削除するには、「検索結果」領域のオブ
ジェクトを選択し、「削除」ボタンをクリックします。

注 –ユーザー登録実行時にユーザーのために作成された Userオブジェクトは削除し
ないでください。このオブジェクトを削除すると、そのユーザーとして発行したオ
ブジェクトに関するすべての操作を実行できなくなり、追加オブジェクトを発行す
るために再度ユーザー登録を行わなければならなくなります。

所有するオブジェクトの AuditableEventオブジェクトは削除しないでください。
AuditableEventオブジェクトを削除すると、AuditableEventオブジェクトが属するオ
ブジェクトの監査証跡が壊れます。(FindAllMyObjects検索を行う場合、所有するオ
ブジェクトの AuditableEventオブジェクトは「検索結果」領域に表示されません
が、AuditableEventオブジェクトに対して基本クエリーを実行する場合は表示され
ます。)

オブジェクトが付帯オブジェクトである場合は、次の 2つの方法があります。

■ ExtrinsicObjectレジストリオブジェクトとそのオブジェクトが参照するリポジト
リ項目の両方を削除するには、「削除オプション」コンボボックスから「オブ
ジェクトとリポジトリ項目を削除」(デフォルト)を選択します。

■ リポジトリ項目を削除し、レジストリ内の ExtrinsicObjectを残すには、「リポ
ジトリ項目だけを削除」を選択します。その後、別のリポジトリ項目を追加でき
ます。

「削除オプション」コンボボックスは、付帯オブジェクトの場合にのみ意味があり
ます。

オブジェクト間の関係の作成
オブジェクト間の関係には、参照と関連の2種類があります。どちらも単方向の関係
です。つまり、それぞれの関係にソースオブジェクトとターゲットオブジェクトが
あります。

レジストリは、特定の型のオブジェクト間でObjectRefsと呼ばれる参照をサポートし
ます。たとえば、Serviceと ServiceBindingを作成する場合は、Serviceから

オブジェクト間の関係の作成
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ServiceBindingへの ServiceBinding参照を作成できます。しかし、ServiceBinding

から Serviceへの参照は作成できません。参照はレジストリオブジェクトではありま
せん。

Associationはレジストリオブジェクトであり、任意のレジストリオブジェクト間の
Associationを作成できます。レジストリは、OffersService、 RelatedTo、HasMember

などのさまざまな定義済みAssociationタイプを含む AssociationType Classification
Schemeをサポートします。新しいAssociationタイプを作成することもできます。所
有するレジストリオブジェクト間の Associationは、区域内の関連と呼ばれます。
一方または両方のオブジェクトを所有していない Associationは、区域外の関連と
呼ばれます。Organizationを作成し、それに Serviceを追加した場合は、
Organizationから Serviceに対して OffersServiceというタイプの Associationが自
動的に作成されます。

ソースオブジェクトとターゲットオブジェクトに有効な参照が存在しない場合は、
参照を作成できません。

2つのオブジェクトを関連付けるには、「レジストリオブジェクト」領域の「関連付
け」ボタンを使用します。このボタンは、検索結果の表で 2つのオブジェクトを選
択するとアクティブになります。

2つのオブジェクトを検索結果の表に同時に表示できない場合は、「選択」チェック
ボックスを選択して一方のオブジェクトをブックマークしてから、それに関連付け
るオブジェクトを検索します。詳細については、38ページの「ブックマーク機能を
使用する」を参照してください。

▼ Referenceを作成する
「レジストリオブジェクト」領域で、2つのオブジェクトを選択し、「関連付け」を
クリックします。

「関係を作成」領域で、ソースオブジェクトがまだ選択されていない場合は、選択
します。

もう一方のオブジェクトがターゲットオブジェクトになります。

ソースオブジェクトとターゲットオブジェクトに有効な参照が存在する場合は、デ
フォルトで「参照」オプションが選択され、有効な参照属性が表示されます。ソー
スオブジェクトとターゲットオブジェクトに有効な参照が存在しない場合は、「参
照」ラジオボタンがグレー表示されます。

「保存」をクリックして参照を保存します。

1

2

3
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▼ Associationを作成する
「レジストリオブジェクト」領域で、2つのオブジェクトを選択し、「関連付け」を
クリックします。

「関係を作成」領域で、ソースオブジェクトがまだ選択されていない場合は、選択
します。

もう一方のオブジェクトがターゲットオブジェクトになります。

「Association」ラジオボタンがまだ選択されていない場合は、選択します。

「詳細」領域で、Associationの名前と、必要に応じて説明を入力します。

ソースオブジェクトとターゲットオブジェクトの ID値はすでに入力されています。

「Associationタイプ」コンボボックスからタイプの値を選択します。

「適用」をクリックして Associationを保存します。

1

2

3

4

5

6

オブジェクト間の関係の作成
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障害追跡

この章では、Webコンソールの使用時に発生する可能性がある問題の解決方法につ
いて説明します。

■ 71ページの「Service Registryにアクセスできない」
■ 72ページの「優先ロケールが使用されない」
■ 72ページの「検索パネルのラベルが現在のロケールで表示されない」
■ 72ページの「ExternalLinkや ServiceBindingを作成できない」
■ 72ページの「Webコンソールのエラーメッセージが消えない」
■ 73ページの「新しいレジストリオブジェクトを保存できない」
■ 73ページの「Webコンソールが応答しない」
■ 73ページの「クライアント証明書選択間違いによるログインエラー」
■ 74ページの「WSDLファイル発行時のコンテンツ不足エラー」

障害追跡に関するその他の問題の詳細については、『Service Registry 3.1リリース
ノート (UNIX版)』の「既知の問題点とバグ」を参照してください。

Service Registryにアクセスできない
Webコンソールを使用しようとして、エラー 404または「接続が拒否されました」
というメッセージが表示された場合は、レジストリが実行されていないか、または
不正なURLを指定した可能性があります。

指定したURLが http://hostname:6480/soar/となっているかどうかを確認します。
場合によっては、次のようにホスト名に加えてドメインも指定する必要がありま
す。 hostname.domain

レジストリが実行されていることを確認するには、レジストリのApplication Serverド
メインに対してコマンド行またはWebインタフェースを使用します。詳細について
は、『Service Registry 3.1管理ガイド』の「Service Registry用Application Serverドメイ
ンの管理」を参照してください。
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優先ロケールが使用されない
Webコンソールで優先ロケールが使用されない場合は、Webブラウザの環境設定
で、優先ロケールがロケールのリストの先頭に表示されているかどうかを確認しま
す。詳細については、16ページの「デフォルト言語の変更」を参照してください。

検索パネルのラベルが現在のロケールで表示されない
ロケールを変更して「ロケールをリセット」をクリックしたあと、検索パネルのラ
ベルが現在のロケールで表示されない場合は、「セッションを終了」をクリック
し、「レジストリへ戻る」をクリックします。ロケールの変更については、16ペー
ジの「デフォルト言語の変更」を参照してください。

ExternalLinkや ServiceBindingを作成できない
次のような状況でエラーが表示されることがあります。

■ ExternalLinkオブジェクトのExternalURIを指定したとき
■ ServiceBindingオブジェクトのAccessURIを指定したとき

このエラーメッセージは、次のようなものです。

URL: uri は解決できません。
絶対パス形式 [scheme:][//authority][path][?query][#fragment] を使用してください。

このエラーは、『Service Registry 3.1管理ガイド』の「レジストリドメイン用の Java
仮想マシン (JVM)の設定」で説明されている管理タスクがまだ実行されていないこ
とを意味しています。これらのオブジェクトを作成するには、サイトの Service
Registry管理者がこの作業を実行し、レジストリを再起動する必要があります。

Webコンソールのエラーメッセージが消えない
Webコンソールのエラーメッセージの原因と思われる問題を解決するには、レジス
トリのApplication Serverドメインのサーバーログを調べます。詳細については、
『Service Registry 3.1管理ガイド』の「Service Registry用Application Serverドメインの
管理」を参照してください。

優先ロケールが使用されない

Service Registry 3.1ユーザーズガイド (2006Q4) • 2007年 2月72



新しいレジストリオブジェクトを保存できない
新しいオブジェクトをレジストリに保存しようとしたときにエラーメッセージが表
示された場合は、次のいずれかを実行します。

■ レジストリによって生成された証明書を使用している場合は、その証明書がブラ
ウザにインポートされているかどうかを確認します。

■ サードパーティー証明書を使用している場合は、管理者が証明書発行局のルート
証明書をレジストリのApplication Serverドメインの truststoreに配置したかどうか
を確認します。詳細については、『Service Registry 3.1管理ガイド』の「レジスト
リ用ドメイン内の信頼できる証明書にルート証明書を追加する」を参照してくだ
さい。

Webコンソールが応答しない
Webコンソールが応答しない場合は、次の手順を実行します。

1. 表示されたエラーメッセージを書き留めます。
2. ブラウザのセッションCookieを消去します。Cookieを消去するには、レジストリ
が実行されているサイトで JSESSIONIDという名前のCookieを探し、それを削除
します。不明な場合は、すべてのCookieを削除します。

3. 15ページの「Webコンソールの起動」で説明した手順に従って、Webコンソール
を再起動します。

4. レジストリサポートに連絡し、エラーメッセージとエラーが発生したときの操作
を伝えます。

クライアント証明書選択間違いによるログインエラー
Webブラウザにクライアント証明書が複数ロードされている場合、Service Registryへ
のログイン時に間違った証明書を選択すると、ログインに失敗します。この問題を
修正するには、Webブラウザの指示に従ってセキュリティーセッションを消去しま
す。

サポートされている Firefoxバージョンについて、以下のステップを実行します。

1. 「ツール」→「オプション」→「詳細設定」→「証明書」の順に選択します。
2. 「証明書」ダイアログの「クライアント証明書選択」で、「毎回自分で選択す
る」を選択します。

3. 「証明書」ダイアログで「セキュリティーデバイス」もクリックします。
4. 「デバイスマネージャー」ダイアログで「Software Security Device」を選択し
て「ログアウト」をクリックします。

クライアント証明書選択間違いによるログインエラー
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5. 「デバイスマネージャー」ダイアログで「了解」をクリックします。
6. 「オプション」ダイアログで「了解」をクリックします。

Mozillaおよび旧バージョンの Firefoxで、以下のステップを実行します。

1. 「編集」→「設定」→「プライバシー」→「セキュリティー」→「証明書」の順
に選択します。

2. 「証明書」ダイアログの「クライアント証明書選択」で、「毎回自分で選択す
る」を選択します。

3. 「セキュリティーデバイス」をクリックします。
4. 「デバイスマネージャー」ダイアログで「Software Security Device」を選択し
て「ログアウト」をクリックします。

5. 「デバイスマネージャー」ダイアログで「了解」をクリックします。
6. 「設定」ダイアログで「了解」をクリックします。

Internet Explorerで問題が発生した場合は、Internet Explorerのマニュアルを参照して
ください。

WSDLファイル発行時のコンテンツ不足エラー
WSDLファイル発行時に、以下のエラーメッセージが表示されることがあります。

The following required content is missing from the submission: <filename>. Add this file to your
zip file, and resubmit the request.

このエラーは、WSDLファイルが依存するファイルをレジストリが見つけられない
ことを示しています。WSDLファイルが依存するすべてのファイル (WSDLファイ
ル、XSDファイルなど)を含む zipファイルを送信する必要があります。詳細につい
ては、50ページの「ExtrinsicObjectオブジェクトを作成および発行する」を参照し
てください。

WSDLファイル発行時のコンテンツ不足エラー
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